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序

　

日
本
の
古
典
籍
の
書
写
と
流
動
の
歴
史
を
考
え
る
時
、
室
町
と
い
う
時

代
が
担
っ
た
役
割
の
大
き
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
応
仁
文
明
の

乱
を
筆
頭
と
す
る
幾
多
の
戦
乱
と
そ
れ
に
伴
う
略
奪
や
火
災
は
、
無
数
の

書
物
を
亡
失
さ
せ
、
そ
れ
と
共
に
文
学
に
限
ら
な
い
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
作

品
も
多
く
失
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
戦
い
の

当
事
者
で
あ
っ
た
武
士
達
が
、
公
家
や
僧
侶
に
書
写
を
依
頼
し
た
り
、
ま

た
自
ら
も
筆
を
執
っ
て
写
し
た
り
し
た
書
物
も
、
今
日
ま
で
数
多
く
伝
わ
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
生
き
な
が
ら
え
た
作
品
や
本
文
も

決
し
て
少
な
く
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
室
町
時
代
に
作
製
さ
れ
た
写
本
の
代
表
的
な
存
在
の
一
つ
が
、

所
謂
「
大
島
本
源
氏
物
語
」
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
学
界
に
与
え
て
き
た

影
響
力
の
大
き
さ
か
ら
し
て
も
疑
う
余
地
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
拙
稿

「「
大
島
本
源
氏
物
語
」
に
関
す
る
書
誌
学
的
考
察
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』

（
四
一
、
二
〇
〇
七
・
二
）、
補
訂
稿
を
『
大
島
本
源
氏
物
語
の
再
検
討
』

（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
九
） 

に
再
掲
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
た
と
え
そ
の

従
来
の
書
誌
学
的
認
識
に
大
き
な
誤
り
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
数
多
あ
る

伝
本
の
中
か
ら
最
善
本
と
し
て
選
び
出
さ
れ
て
、
利
用
さ
れ
て
き
た
歴
史

は
否
定
の
し
よ
う
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
大
島
本
」
の
書
誌
学
的
に
正
し
い
認
識
を
求
め
る
た
め
に
は
、
そ
の

守
護
大
名
大
内
氏
関
連
和
歌
短
冊
集
成
（
稿
）

佐
々
木　

孝
浩
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書
写
者
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
目
当
て
も
な
く

探
索
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
あ
る
程
度
の
絞
り
込
み
は
必
要
で

あ
る
。「
大
島
本
」
に
存
す
る
、
大
内
氏
旧
臣
で
同
氏
滅
亡
後
に
毛
利
氏

に
仕
え
て
い
た
吉
見
正
頼
の
、
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
奥
書
の
情
報
な

ど
か
ら
す
る
と
、
同
本
は
大
内
政
弘
（
一
四
四
六
～
一
四
九
五
）
旧
蔵
本

の
転
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
そ
の
寄
合
書
き
の
複
数
の
筆
跡
が
、

書
風
か
ら
見
て
公
家
の
手
に
な
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
等
か
ら

す
る
と
、
政
弘
か
ら
正
頼
ま
で
の
時
代
の
、
大
内
氏
周
辺
の
人
物
の
手
に

な
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

室
町
時
代
の
あ
る
人
物
の
平
仮
名
書
き
の
筆
跡
を
確
認
す
る
に
は
、
基

本
的
に
自
筆
で
書
か
れ
る
和
歌
会
の
短
冊
を
探
す
の
が
比
較
的
簡
単
で
確

実
な
方
法
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
公
家
の
場
合
で
あ
っ
て
、
地
方
武
士

で
も
そ
れ
が
当
て
嵌
ま
る
の
か
に
つ
い
て
は
大
い
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
が
、
実
際
に
探
索
を
初
め
て
見
る
と
、
驚
く
程
に
次
々
と
大
内
氏

関
係
者
の
和
歌
短
冊
の
存
在
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
全
国
の
守
護
大

名
家
に
つ
い
て
検
討
し
た
訳
で
は
な
い
が
、
そ
の
残
存
量
か
ら
し
て
も
、

大
内
氏
関
連
の
短
冊
は
群
を
抜
い
て
い
る
と
断
言
し
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

江
戸
時
代
ま
で
存
続
で
き
た
家
な
ら
ば
と
も
か
く
、
室
町
後
期
に
断
絶

し
て
し
ま
っ
た
家
に
関
連
す
る
も
の
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
伝
わ
っ
て
い
る

こ
と
に
は
た
だ
た
だ
驚
嘆
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る

偶
然
で
は
な
く
、
纏
ま
っ
て
存
在
し
て
い
た
も
の
が
、
家
の
滅
亡
と
運
命

を
共
に
す
る
こ
と
な
く
、
志
あ
る
者
に
よ
っ
て
守
り
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
こ
と
は
、
今
回
の
整
理
の
主
た
る
情
報
源
と
な
っ
た
、
近
時
国
文

学
研
究
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
、
長
府
毛
利
家
旧
蔵
の

短
冊
手
鑑
『
筆
陳
』
に
、
古
筆
家
初
代
の
了
佐
が
極
札
を
付
し
た
も
の
が

大
量
に
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
札

に
「
中
国
衆
」・「
周
防
山
口
連
歌
師
」
と
の
み
あ
っ
て
、
素
性
を
詳
ら
か

に
で
き
な
い
も
の
が
目
立
つ
こ
と
に
も
、
や
は
り
そ
れ
ら
が
一
括
し
て
伝

わ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
墨
色
が
薄
く
独
特
の
癖
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
別
が

容
易
な
、
公
家
の
柳
原
資
定
（
一
四
九
五
～
一
五
七
八
、
従
一
位
権
大
納

言
、
天
文
十
四
年
（
一
五
四
五
）
～
十
七
年
、
同
十
九
年
頃
に
山
口
に
滞

在
）
が
出
題
者
と
し
て
題
字
を
記
し
た
短
冊
が
、
確
認
で
き
る
だ
け
で
も

二
十
枚
に
及
ん
で
い
る
こ
と
も
、
回
数
も
不
明
な
が
ら
特
定
の
歌
会
の
短

冊
が
纏
め
て
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
も
す
る
の
で
あ
る
。
高

名
な
所
謂
『
慶
安
手
鑑
』
に
模
刻
さ
れ
た
も
の
も
多
い
こ
と
、
古
書
店
の
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目
録
か
ら
、
屈
指
の
古
典
籍
・
古
筆
コ
レ
ク
タ
ー
大
名
で
あ
っ
た
加
賀
前

田
家
に
多
数
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
推

定
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
も
か
く
も
こ
の
幸
運
に
よ
り
、
守
護
大
名
大
内
氏
関
連
の
和
歌
短
冊

は
、
現
在
確
認
し
え
た
だ
け
で
三
百
枚
近
く
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
だ
け
の
情
報
が
あ
れ
ば
、「
大
島
本
源
氏
物
語
」
の
筆
跡
研
究
も

本
格
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
ま
り
に

も
っ
た
い
な
く
も
思
え
る
の
で
、
こ
の
様
な
集
成
を
作
成
し
た
次
第
で
あ

る
。
大
内
氏
関
係
者
の
筆
跡
の
所
在
目
録
と
し
て
使
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
大
内
氏
の
和
歌
活
動
や
書
流
の
研
究
な
ど
、
本
集
成
を
活
用
す

る
方
法
は
様
々
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
研
究
を
行
う
に
し
て
も
大
き
な
障
害
と
な
る
の

が
、
短
冊
筆
者
の
特
定
の
問
題
で
あ
る
。
自
詠
短
冊
は
基
本
的
に
署
名
が

あ
る
も
の
で
あ
り
、
自
筆
署
名
を
確
認
で
き
る
点
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ

る
の
だ
が
、
滅
亡
し
た
家
と
そ
の
家
臣
達
の
も
の
で
あ
る
だ
け
に
史
料
も

少
な
く
、
名
前
だ
け
で
素
性
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
極
め
て
困
難
な
の
で

あ
る
。
当
時
の
慣
例
で
、
多
数
の
家
臣
が
大
内
氏
歴
代
の
当
主
か
ら
偏
諱

を
賜
っ
て
い
る
の
で
、「
弘
・
興
・
隆
」
字
を
名
の
一
字
目
に
有
す
る
人

物
が
と
て
も
多
く
、
候
補
と
な
り
う
る
同
名
異
人
が
在
す
る
場
合
が
少
な

く
な
い
の
で
あ
る
。
附
属
す
る
鑑
定
書
や
様
々
な
先
行
研
究
な
ど
に
拠
り

つ
つ
特
定
に
努
め
た
が
、
誤
り
も
少
な
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

未
だ
見
い
だ
せ
て
い
な
い
短
冊
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
あ
り
、
近
時
も
京

都
の
古
書
店
で
販
売
さ
れ
た
と
仄
聞
し
て
い
る
。
共
々
題
目
に
「（
稿
）」

と
付
し
た
由
縁
で
あ
る
。
こ
の
点
を
ご
了
解
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
完
成

に
近
づ
け
る
よ
う
に
、
御
教
示
と
御
批
正
を
沢
山
に
頂
戴
で
き
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

《
付
記
》　

本
集
成
は
、
稿
者
が
分
担
者
と
し
て
加
わ
っ
た
、
国
文
学
研

究
資
料
館
の
基
幹
研
究
「
日
本
古
典
文
学
に
お
け
る
〈
中
央
〉
と
〈
地

方
〉」（
代
表
寺
島
恒
世
教
授
、
平
成
二
十
五
年
度
～
二
十
七
年
度
）
及

び
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
同
館
共
同
研

究
「
短
冊
手
鑑
の
内
容
と
成
立
に
関
す
る
研
究
」（
代
表
中
村
健
太
郎

（
帝
京
短
期
大
学
助
教
）、
平
成
二
十
六
年
度
～
二
十
八
年
度
）
に
よ
る

研
究
成
果
で
あ
る
。
研
究
会
の
関
係
者
各
位
な
ら
び
に
、
資
料
調
査
に

際
し
御
協
力
を
賜
っ
た
諸
機
関
と
御
担
当
の
方
々
に
篤
く
御
礼
申
し
上

げ
る
。
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【
凡
例
】

一
、
本
集
成
は
後
掲
「
出
典
略
称
一
覧
」
に
示
し
た
資
料
類
を
中
心
に
、

守
護
大
名
大
内
氏
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
和
歌
短
冊
の
情
報
を

整
理
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
採
集
に
当
た
っ
て
は
、
短
冊
の
署

名
の
み
で
明
ら
か
に
な
る
も
の
は
多
く
な
い
の
で
、
極
札
や
注
記
な

ど
で
そ
れ
と
判
断
で
き
る
も
の
や
、
手
鑑
の
配
列
か
ら
推
測
で
き
る

も
の
ま
で
、
で
き
る
だ
け
幅
広
く
掬
い
上
げ
る
こ
と
を
心
が
け
た
。

た
め
に
不
純
な
も
の
が
混
じ
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
御
了
解
い
た

だ
き
た
い
。

一
、
人
物
の
特
定
に
あ
た
っ
て
は
、
附
さ
れ
た
極
札
類
の
情
報
に
加
え
、

左
記
の
資
料
類
を
利
用
し
て
究
明
に
努
め
た
が
、
確
定
で
き
な
か
っ

た
り
、
不
明
の
ま
ま
と
な
っ
た
も
の
も
数
多
い
。
ま
た
近
時
の
地
方

史
研
究
の
発
展
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
最
新
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
情
報
を
も
信
頼
性
を
考
慮
し
つ
つ
参
照
し
た
。

・
米
原
正
義
『
戦
国
武
士
と
文
芸
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
七
六
）

・
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究 

室
町
後
期
』（
明
治
書
院
、
改

訂
新
版
一
九
八
七
）

・
佐
伯
弘
次
「
大
内
氏
家
臣
人
名
事
典
」（
米
原
正
義
編
『
大
内
義

隆
の
す
べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
八
）

・
近
藤
清
石
『
汲
古
集
』「
作
者
目
録
」（『
大
内
氏
実
録
復
刻
版
』

マ
ツ
ノ
書
店
、
一
九
九
五
）

・『
山
口
市
史 

史
料
編 

大
内
文
化
』（
山
口
市
、
二
〇
一
〇
）

・kaw
abem

asatake

「
武
将
系
譜
辞
典 

大
内
家
人
名
録
」（
約
二
六

五
〇
名
）　http://w

w
w

.geocities.jp/kaw
abem

asatake/

・
河
村
真
就
「
防
長
将
星
録
」　http://m

asanari.gozaru.jp/

shouseiroku/

一
、
配
列
に
つ
い
て
は
次
の
様
な
方
法
に
拠
っ
て
い
る
。

①
先
ず
、
家
柄
・
身
分
等
で
分
類
し
た
。
そ
の
分
類
は
、
大
内
氏
本

家
・
同
庶
流
・
三
家
老
家
・
守
護
代
家
・
国
別
国
人
衆
（
周
防
・

長
門
・
石
見
・
出
雲
・
安
芸
・
豊
前
）・
分
類
が
難
し
い
武
家

（「
そ
の
他
」
と
表
示
）・
氏
未
詳
武
士
（
連
歌
師
が
含
ま
れ
る
可

能
性
あ
り
）・
連
歌
師
と
同
朋
（
武
士
が
含
ま
れ
る
可
能
性
あ
り
）・

僧
侶
・
大
内
関
係
者
か
存
疑
あ
る
者
と
し
た
。
同
じ
家
の
内
で
は

概
ね
時
代
順
と
し
た
が
、
一
族
内
で
の
位
置
付
け
が
で
き
な
い
者

が
多
く
、
必
ず
し
も
厳
密
で
は
な
い
。
家
別
に
で
き
な
い
部
分
に

つ
い
て
は
、
名
前
の
五
十
音
順
に
し
て
あ
る
。
人
名
に
続
く
「（ 

）」

内
に
、
判
明
す
る
範
囲
で
、
生
没
年
、
幼
名
・
通
称
・
法
名
な
ど
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の
別
名
、
官
位
、
特
記
す
べ
き
経
歴
な
ど
を
、
参
考
文
献
や
附
属

す
る
極
札
な
ど
に
よ
っ
て
掲
げ
た
。

②
・
同
一
人
の
短
冊
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
概
ね
四
季
恋
雑
の
順
に

並
べ
て
あ
る
。

一
、
短
冊
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
字
配
り
や
漢
字
仮
名
の
書
き
分
け

な
ど
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
現
物
と
同
じ
に
し
た
が
、
翻
字
し
か
確

認
で
き
て
い
な
い
も
の
は
注
意
い
た
だ
き
た
い
（
特
に
『
汲
古
集
』

の
翻
字
は
、
確
認
可
能
な
現
物
と
比
較
す
る
と
、
漢
字
仮
名
の
宛
て

方
が
異
な
る
こ
と
が
多
い
）。
歌
題
は
一
行
の
も
の
は
二
行
書
の
和

歌
の
上
部
中
央
に
あ
る
が
、
右
行
の
上
部
に
配
し
て
あ
る
。
翻
字
資

料
し
か
確
認
で
き
て
い
な
い
も
の
に
は
、
明
ら
か
な
誤
読
と
思
わ
れ

る
部
分
が
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
。

一
、
出
典
の
注
記
に
つ
い
て
は
次
の
略
称
を
用
い
、
極
札
類
が
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
な
情
報
を
付
記
し
た
。
現
物
や
画
像
を

確
認
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
極
札
の
記
主
を
明
ら

か
に
し
た
が
、
筆
跡
鑑
定
に
よ
る
推
定
を
含
む
の
で
必
ず
し
も
正
確

で
は
な
い
。

＊
出
典
略
称
一
覧

仮
…
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
『
仮
御
手
鑑
』（
長
府
毛
利
家
旧
蔵

か
・
田
村
哲
夫
「
山
口
図
書
館
本
『
仮
御
手
鑑
』
に
つ
い
て
」（『
山

口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
４
、
一
九
七
五
・
三
）、
及
び
『
山
口

市
史 

資
料
編 

大
内
文
化
』（
山
口
市
、
二
〇
一
〇
）
の
翻
刻
よ

り
抽
出
し
、
現
品
を
確
認
）
＊
数
字
は
田
村
氏
翻
刻
に
よ
る
。

鶴
…
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
古
筆
手
鑑
』（
久
保
木
秀
夫
氏
御
教
示

に
よ
る
）

汲
…
『
汲
古
集
』（『
大
内
氏
実
録
復
刻
版
』
に
拠
る
）

桂
…
『
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
短
冊
手
鑑
』（
桂
宮
家
旧
蔵
）（
貴

重
本
刊
行
会
、
一
九
七
八
）

慶
…
『
御
手
鑑
（
慶
安
手
鑑
）』（
架
蔵
本
に
よ
る
）

杉
…
山
口
県
立
山
口
博
物
館
蔵
手
鑑
『
多
々
良
麻
佐
古
』（「
杉
文
書
」

の
内
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
撮
影
画
像
に
よ
る
）

思
…
『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』（
数
字
は
号
数
）

思
短
…
『
思
文
閣
古
今
名
家
筆
蹟
短
冊
目
録
』（
数
字
は
号
数
）

陳
…
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
短
冊
手
鑑
筆
陳
』（
長
府
毛
利
家
・

保
坂
澗
治
旧
蔵
）

Ｅ
…
ｅ
─

短
冊.com

（
思
文
閣
出
版
）http://e-tanzaku.com

/
Ｍ
…
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
平
瀬
露
香
旧
蔵
短
冊
帖
（『
珠
玉
の
書　

短

冊
手
鑑
の
世
界
』（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
、
二
〇
〇
二
）
に
拠
っ
て
抽
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出
し
、
原
品
を
確
認
）
＊
極
札
は
す
べ
て
了
意
の
も
の
。

一
、
問
題
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
随
時
「
＊
」
記
号
で
注
記
を
付
し
た
。

【
本
文
】

《
大
内
氏
本
家
》

▼
持
世
　（1394

～1441

、
十
二
代
当
主
、
従
四
位
上
修
理
大
夫
、
新
続
古
今
作
者
）

　
　

む　

む
ね
の
う
ち
に
晴
し
く
も
り
し
す
む
月
を

　
　
　
　

み
る
や
い
か
に
と
こ
ゝ
ろ
に
そ
と
ふ　

持
世

 

（
眺
望
集
・「
大
内
持
世
朝
臣
」、
Ｍ
「
正
木
の
か
つ
ら
」
欠
、
目
録
）

▼
政
弘
　（1446

～1495

、
十
四
代
当
主
、
従
四
位
上
左
京
大
夫
、
贈
従
三
位
）

　
　

月
前
鐘　

泊
瀬
山
お
の
へ
の
か
ね
も
声
や
め
て

　
　
　
　
　
　

月
に
任
せ
よ
秋
の
夜
の
空　

政
弘

 

（
慶
「
同
（
多
々
良
殿
）」、
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
＊
拾
塵
集
325
）

　
　

月
照
菊　

を
き
ま
さ
る
し
も
か
と
み
え
て
白
菊
の

　
　
　

 　
　

 

花
に
さ
し
た
る
秋
の
夜
の
月　

政
弘

 

（
佐
々
木
勇
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
短
冊
優
品
展
Ⅰ
）

▼
義
隆
　（1507

～1551

、
十
六
代
当
主
、
従
二
位
兵
部
卿
）

　
　

社
頭
霞　

春
の
色
は
今
そ
み
か
さ
の
山
た
か
み

　
　
　
　
　
　

か
け
て
か
す
め
る
峯
の
松
原　

義
隆

（
仮
162
・
了
佐
札
「
小
槻
官
務
伊
治
代
筆
」、
汲
・
毛
利
子
爵
家

　

蔵
「
花
の
い
ろ
は
」）

　
　
　

う
つ
し
う
ゑ
て
け
ふ
そ
か
ひ
あ
る
も
ろ
人
の

　
　
　

心
の
花
の
い
ろ
ふ
か
み
く
さ　

義
隆

 

（
汲
・
近
藤
清
石
蔵
）

　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
一
こ
ゑ
は

　
　
　

雲
井
に
の
こ
る
あ
り
あ
け
の
月　

義
隆

 

（
米
原
著
書
・
汲
補
遺
）

　
　

夏
月　

き
ら
〳
〵
と
月
の
光
を
紅
の

　
　
　
　
　

花
に
う
つ
せ
る
な
て
し
こ
の
露　

義
隆

 

（
陳
・「
大
内
殿
」）

　
　

岡
紅
葉　

紅
に
し
く
れ
〳
〵
て
そ
め
つ
く
す

　
　
　
　
　
　

色
も
ち
し
ほ
の
岡
の
梢
を　

義
隆

 

（
慶
「
大
内
殿
」、
汲
・
慶
安
四
年
板
手
鑑
）

　
　

見
月　

独
な
ら
ぬ
秋
の
憂
も
月
な
ら
て

　
　
　
　
　

む
か
し
の
そ
ら
の
友
と
や
は
見
む　

義
隆

 

（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
前
田
家
旧
蔵
短
冊
手
鑑
）

　
　

月
催
涙　

さ
し
て
入
る
寝
屋
の
い
た
ま
の
月
の
影
も
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そ
れ
も
涙
の
た
ね
に
そ
有
け
る　

義
隆

 

（
汲
・
周
防
毛
利
□
□
家
蔵
）

　
　

山
時
雨　

定
な
き
習
を
み
せ
て
一
と
を
り

　
　
　
　
　
　

し
く
る
ゝ
山
の
雲
の
遠
か
た　

義
隆

 

（
Ｍ
「
正
木
の
か
つ
ら
」
欠
・
目
録
）

　
　

鷹
狩　

冬
枯
の
か
り
場
の
小
野
に
た
つ
鳥
の

　
　
　
　
　

い
か
に
し
の
は
ん
人
目
を
や
お
も
ふ　

義
隆

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　
　

今
さ
ら
に
こ
ふ
と
も
い
は
し
小
笹
原

　
　
　

し
の
に
も
の
お
も
ふ
露
の
ふ
ゆ
く
れ　

義
隆

 

（
汲
・
周
防
福
田
半
仙
蔵
）

　
　
　

さ
か
な
ら
ぬ
君
か
う
き
名
を
と
ゝ
め
お
き
て

　
　
　

世
に
う
ら
め
し
き
春
の
浦
風　

義
隆

 

（
汲
・
長
門
赤
間
宮
蔵
）

　
　

惜
歳
暮　

い
つ
の
間
に
今
年
も
暮
ぬ
な
に
を
し
て

　
　
　
　
　
　

身
の
い
た
つ
ら
に
日
を
送
け
ん　

義
隆

 

（
日
本
書
蹟
大
鑑
10
）

　
　

清　

蕨
お
る
な
ら
ひ
も
よ
し
や
山
ふ
か
み

　
　
　
　

う
き
に
ま
れ
な
る
す
み
か
な
り
せ
は　

義
隆

 

（
Ｍ
「
古
今
吹
満
」、
眺
望
集
、
汲
）

　
　

海
旅　

わ
た
の
原
雲
う
く
浪
に
か
た
し
き
て

　
　
　
　
　

月
を
も
む
す
ふ
か
ち
枕
か
な　

義
隆

 

（
思
短
６
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
）

　
　
　

月
花
も
都
に
の
み
と
な
か
め
や
り
て

　
　
　

お
な
し
く
の
ゐ
の
空
を
し
そ
お
も
ふ　

義
隆

 

（
汲
・
長
門
矢
田
為
介
蔵
）

　
　

神
祇　

神
か
き
や
豊
浦
の
竹
の
代
々
か
け
て

　
　
　
　
　

か
は
ら
ぬ
色
の
か
け
た
の
み
見
ん　

義
隆

 

（
桂
）

　
　

社
頭
竹　

若
枝
さ
す
豊
浦
の
竹
の
代
々
を
へ
て

　
　
　
　
　
　

こ
の
神
か
き
に
し
け
り
合
け
り　

義
隆

 

（
思
短
23
）

　
　

寄
神　
　

か
み
か
き
や
と
よ
浦
の
竹
の
と
し
こ
と
に

　
　
　

祇
祝　

な
か
き
代
か
け
て
契
て
し
か
な

 

（
米
原
著
書
・
天
文
七
年
十
二
月
十
五
日
長
州
三
（
マ
マ
）宮

法
楽
）

▼
義
長
　（1532

？
～1557

、
十
七
代
当
主
、
大
友
義
鑑
息
、
母
義
興
女
、
初
名
晴
英
）

　
　

夕
春
雨　

ふ
か
く
の
み
か
す
む
と
見
え
し
夕
暮
の

　
　
　
　
　
　

空
よ
り
ま
か
ふ
春
雨
そ
ふ
る　

晴
英
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（
杉
・〔
了
珉
〕
札
「
大
内
殿
」、
汲
・
毛
利
子
爵
家
蔵
）

　
　

暁
郭
公　

ま
ち
あ
か
す
雲
路
い
つ
く
そ
時
鳥

　
　
　
　
　
　

た
ゝ
一
こ
ゑ
の
あ
り
明
の
空　

義
長

 

（
Ｍ
「
正
木
の
か
つ
ら
・「
大
内
義
長
」）

　
　

嶺
月　

み
ね
に
ま
つ
う
つ
ろ
ふ
か
け
は
み
か
さ
山

　
　
　
　
　

く
も
ら
ぬ
月
の
い
く
秋
の
そ
ら　

義
長

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

禁
中
月　

空
の
う
へ
の
あ
と
か
は
ら
す
や
い
ま
も
な
を　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

御
は
し
く
も
ら
ぬ
秋
の
夜
の
月　

義
長

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
大
内
八
郎
」、
題
資
定
カ
）

▼
晴
持　
（1524

～1543

、
初
名
恒
持
、
義
隆
養
嗣
子
、
土
佐
一
条
冬
房
息
）

　
　

竹
鶯　

村
雨
に
そ
の
ゝ
く
れ
竹
枝
た
は
に

　
　
　
　
　

の
と
け
き
空
に
う
く
ひ
す
を
な
く　

恒
持

 

（
思
146
・「
陶
恒
持
」）

　
　

遠
擣
衣　

い
つ
く
と
も
わ
か
ぬ
き
ぬ
た
に
夢
さ
め
て

　
　
　
　
　
　

明
か
た
の
空
に
月
わ
た
る
み
ゆ　

晴
持

 

（
思
146
・「
陶
晴
持
」）

《
大
内
氏
庶
流
》（
陶
氏
を
除
く
）

▼
満
景
　（
六
代
弘
家
流
詮
弘
息
、
修
理
亮
、『
相
国
寺
供
養
記
』
明
徳
三
年1392

登
場
）

　
　

霧　

時
雨
て
は
み
谷
の
嵐
吹
き
の
ほ
る

　
　
　
　

霧
の
た
え
ま
や
小
泊
瀬
の
山　

満
景

 

（
慶
・「
多
々
良
殿
」、
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
満
世
　（
馬
場
、
九
代
当
主
弘
世
息
満
弘
息
）

　
　

浦
雪　

い
つ
れ
と
か
ま
こ
と
は
わ
か
ん
雪
つ
も
る

　
　
　
　
　

浦
よ
り
を
ち
に
よ
す
る
し
ら
浪　

満
世

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

【
問
田
氏
】（
大
内
介
初
代
盛
房
息
長
房
流
・
石
見
守
護
代
家
）

▼
英
胤
　（
大
蔵
少
輔
）

　
　

遠
寺
鐘　

ゆ
く
へ
な
る
雲
の
は
や
し
の
さ
ゆ
る
夜
は

　
　
　
　
　
　

あ
か
つ
き
ち
か
き
鐘
の
音
つ
れ　

英
胤

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
弘
義
　（
監
物
太
郎
、
弘
包
息
「
系
図
纂
要
」）

　
　

初
雪　

し
ら
雲
と
お
も
へ
は
あ
ら
ぬ
あ
し
ひ
き
の

　
　
　
　
　

や
ま
風
に
見
る
は
つ
雪
の
そ
ら　

弘
義

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
泰
弘　
（
従
五
位
下
左
兵
衛
佐
、
弘
尚
息
「
系
図
纂
要
」）

　
　

五
月
雨　

晴
ま
な
く
軒
は
に
し
け
る
草
の
戸
の

　
　
　
　
　
　

す
ま
ひ
も
さ
そ
な
五
月
雨
の
比　

泰
弘
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（
陳
・〔
了
珉
〕
札
「
大
内
殿
庶
流
」）

　
　

野
鴫　

野
へ
ち
か
く
我
も
た
ひ
ね
の
寒
さ
よ
り

　
　
　
　
　

ね
ぬ
た
く
ひ
と
や
鴫
の
は
ね
か
き　

泰
弘

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

千
鳥　

こ
と
ゝ
わ
む
友
ね
の
千
鳥
い
く
と
せ
か

　
　
　
　
　

此
浦
な
み
に
な
れ
も
鳴
ら
ん　

泰
弘

 

（
思
146
・「
大
内
泰
弘
」）

【
野
田
氏
】（
問
田
家
分
家
）

▼
興
方　
（
兵
部
少
輔
、
奉
行
人
、
問
田
弘
胤
息
）

　

冬
月　

そ
こ
と
な
く
空
も
ひ
と
つ
に
氷
る
夜
は

　
　
　
　

か
け
さ
へ
さ
ゆ
る
山
の
は
の
月　

興
方

 

（
思
146
・「
陶
興
方
」）

▼
隆
徳　
（
兵
部
少
輔
、
興
方
息
）

 　

 

故
郷 　

ふ
る
さ
と
の
軒
の
し
の
ふ
の
夕
露
に

　
　
　

夕
花 

み
た
れ
て
に
ほ
ふ
花
の
は
る
風　

隆
徳

 

（
仮
124
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
隆
方
　（
隆
徳
息
、
侍
大
将
并
先
手
衆
、
汲
「
加
田
宮
内
少
輔
」、
弘
治
三
年1557

没
）

　
　

池
杜
若　

む
ら
さ
き
の
色
を
う
つ
し
て
池
水
の

　
　
　
　
　
　

な
み
の
あ
や
お
る
か
き
つ
は
た
か
な　

隆
方　
　
　
　
　

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

寝
覚　
　

ね
覚
に
は
ま
き
の
板
や
に
を
と
つ
る
ゝ

　
　
　

時
雨　

時
雨
も
夜
半
の
友
と
な
り
ぬ
る　

隆
方　
　
　
　

 　

 　

 

（
慶
・「
同
（
内
藤
殿
）」（
誤
カ
）、
汲
）

　
　

冬
月　

ふ
る
の
池
の
そ
こ
も
あ
ら
は
に
す
む
水
の

　
　
　
　
　

こ
ほ
り
に
や
と
る
有
明
の
月　

隆
方　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
陳
・「
大
内
殿
従
者
」）

【
右
田
氏
】（
大
内
介
初
代
盛
房
弟
盛
長
流
）

▼
弘
詮　
（
？
～1523

、
中
務
少
輔
・
兵
庫
頭
・
安
房
守
・
従
五
位
下
、
筑
前
守

護
代
、
陶
弘
房
息
、
吉
川
家
本
『
吾
妻
鏡
』
旧
蔵
者
）

　
　

暮
春　

く
れ
わ
た
る
春
の
空
を
し
な
か
む
れ
は

　
　
　
　
　

雲
も
こ
え
ゆ
く
四
方
の
山
の
は　

弘
詮

 

（
思
146
・「
大
内
弘
詮
」）

▼
弘
真　
（
保
盛
息
）

　
　

七
夕
枕　

お
も
ひ
思
ひ
て
今
宵
あ
ふ
瀬
や
し
き
た
へ
の

　
　
　
　
　
　

枕
そ
星
の
な
か
た
ち
と
な
る　

弘
真

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
興
俊　
（
右
京
亮
、
重
次
息
、「
永
正
和
歌
」
作
者
、
杉
・
門
司
氏
の
可
能
性
あ
り
）

　
　

雪　

冬
か
れ
の
す
ゝ
き
お
し
な
み
ふ
る
ま
ゝ
に
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ぬ
れ
て
つ
も
れ
る
庭
の
あ
は
雪　

興
俊

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

釈
迦　

さ
り
し
世
を
思
ひ
そ
出
る
西
に
む
か
ひ

　
　
　
　
　

北
を
ま
く
ら
の
あ
か
つ
き
の
空　

興
俊

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
「
右
田
右
衛
尉
」）

▼
隆
康　
（
？
～1551

、
右
馬
允
、
弘
詮
息
、
義
隆
と
共
に
死
す
）

　
　

山
家　
　

春
秋
の
色
も
か
は
ら
て
山
里
に

　
　
　

送
年　

い
く
と
し
月
を
す
き
ふ
け
る
庵　

隆
康

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
三
好
隆
康
」
＊
配
列
よ
り
判
断
）

【
末
武
氏
】（
大
内
家
五
代
弘
貞
息
弘
藤
を
祖
と
す
る
）

▼
弘
恒　
（
二
代
貞
盛
の
息
）

　
　

早
秋　

草
は
ま
た
紐
と
く
花
の
ひ
と
も
と
も

　
　
　
　
　

み
え
ぬ
さ
き
と
や
秋
の
は
つ
か
せ　

弘
恒

 

（
Ｍ
「
正
木
の
か
つ
ら
」・「
大
内
弘
恒
」）

　
　

荻　

松
に
ふ
く
音
も
つ
け
く
る
秋
の
色
を

　
　
　
　

ひ
と
り
と
し
ほ
る
荻
の
う
は
風　

弘
恒

 

（
思
146
・「
大
内
弘
恒
」）

▼
氏
久　
（
？
～1471

、
末
武
氏
五
代
）

　
　

庭
葉　

色
々
の
木
の
葉
は
庭
に
あ
ら
そ
ひ
て

　
　
　
　
　

秋
の
な
か
め
の
残
る
山
里　

氏
久

 

（
Ｍ
「
正
木
の
か
つ
ら
」・「
大
内
氏
久
」）

【
冷
泉
氏
】（
九
代
弘
世
息
弘
正
流
、
興
豊
母
の
生
家
を
家
名
と
す
）

▼
隆
豊　
（
？
～1551

、
初
名
隆
祐
、
興
豊
息
、
義
隆
と
共
に
死
す
）

　
　

故
郷
梅　

さ
そ
も
か
く
あ
れ
に
し
里
の
昔
に
も

　
　
　
　
　
　

か
は
ら
て
梅
の
匂
ひ
け
る
哉　

隆
豊

 （
杉
・
了
意
札
「
冷
泉
判
官 

大
内
家
従
者
」・
宗
久
札
「
冷
泉
五
郎
隆
豊 

大
内
殿
内
」）

　
　

惜
花　

名
残
と
て
な
か
む
る
花
も
袖
の
上
に

　
　

 　
　

 

あ
ら
そ
ひ
落
る
我
か
涙
か
な　

隆
豊

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
冷
泉
判
官
隆
豊
」）

　
　

春
暁
月　

心
と
ま
る
色
に
あ
す
み
て
有
明
の

　
　
　
　
　
　

月
出
る
空
に
春
の
山
の
は　

隆
豊

 

（
山
口
の
今
八
幡
宮
蔵
・
Ｈ
Ｐ
画
像
に
拠
る
）

　
　

暁
郭
公　

ほ
と
ゝ
き
す
啼
つ
る
か
た
の
明
か
た
は

　
　
　
　
　
　

た
な
ひ
く
雲
に
お
も
か
け
も
な
し　

隆
祐

 

（
汲
・
或
家
蔵
、「
冷
泉
五
郎
」）

　
　

窓
落
葉　

ち
れ
木
の
葉
ち
ら
す
は
い
か
て
窓
の
う
ち
に

　
　
　
　
　
　

春
秋
う
と
き
月
を
見
ま
し
や　

隆
豊

 

（
汲
・
周
防
城
某
蔵
）
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河
雪　

白
妙
に
雪
の
つ
も
れ
る
い
せ
き
に
は

　
　

 　
　

 
浪
は
よ
す
と
も
色
は
わ
か
れ
し　

隆
豊

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
冷
泉
判
官
隆
豊
」）

　
　

寒
草　

時
過
て
か
る
人
な
し
の
村
す
ゝ
き

　
　
　
　
　

幾
重
の
霜
の
下
に
く
ち
な
ん　

隆
豊

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
冷
泉
判
官
」）

　
　

水
郷　
　

な
に
は
江
や
日
か
け
も
さ
む
く
空
く
れ
て

　
　
　

寒
芦　

芦
の
か
れ
葉
に
風
し
ほ
る
な
り　

隆
豊

 
（
汲
・
周
防
上
領
頼
軌
蔵
）

　
　

野
鷹
狩　

鳥
立
を
は
見
ま
れ
み
す
ま
れ
飛
鷹
の

　
　
　
　
　
　

を
し
へ
草
す
る
野
へ
に
い
そ
か
ん　

隆
豊

 

（
名
古
屋
市
個
人
蔵
・
Ｈ
Ｐ
画
像
よ
り
）

　
　

渕
水
鳥　

ゆ
く
水
の
か
た
に
な
れ
て
も
を
し
鴨
の

　
　
　
　
　
　

床
の
ち
き
り
は
ふ
か
き
ふ
ち
か
な　

隆
豊

 

（
汲
・
周
防
冷
泉
助
左
衛
門
蔵
）

　
　

歳
暮　

人
の
世
に
さ
ま
〳
〵
く
る
ゝ
歳
な
れ
と

　
　
　
　
　

う
き
は
ひ
と
つ
の
老
と
こ
そ
な
れ　

隆
豊

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

古
恋　

今
さ
ら
に
其
い
に
し
へ
の
忍
は
れ
て

　
　
　
　
　

そ
ゝ
ろ
に
し
ほ
る
我
た
も
と
哉　

隆
祐

（
杉
・
了
意
札
「
冷
泉
五
郎 

大
内
家
従
者
」・
宗
久
札
「
冷
泉
五
郎
隆
祐 

大

内
殿
内
」）

　
　

旅
仲
友　

う
き
た
ひ
に
と
も
な
ふ
も
の
は
月
ひ
と
り

　
　
　
　
　
　

し
を
る
ゝ
袖
の
上
に
や
と
し
て　

隆
豊

 

（
汲
・
冷
泉
助
左
衛
門
蔵
）

　
　

独
懐
旧　

か
た
る
へ
き
友
と
な
く
〳
〵
ひ
と
り
こ
と
に

　
　
　
　
　
　

そ
の
ふ
む
か
し
を
言
出
か
な　

隆
豊

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

寄
国
祝　

と
よ
国
の
神
の
ま
に
〳
〵
年
を
経
て

　
　
　
　
　
　

か
は
ら
ぬ
竹
の
よ
ゝ
を
こ
む
ら
ん　

隆
豊

 

（
汲
・
周
防
冷
泉
助
左
衛
門
蔵
）

《
三
家
老
家
》

【
陶
氏
】（
大
内
支
流
右
田
家
分
家
、
周
防
守
護
代
家
）

▼
弘
宣　
（
兵
部
少
輔
、
明
徳
頃
の
人
）

　
　

寄
名　
　

お
も
は
す
よ
ち
き
り
し
こ
と
は
よ
し
の
川

　
　
　

所
恋　

は
や
く
も
人
の
か
わ
る
へ
し
と
は　

弘
宣

 

（
思
146
・「
大
内
弘
宣
」）

▼
弘
常　
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花
友　

や
ま
さ
く
ら
見
る
を
友
と
て
人
も
身
も

　
　
　
　
　

し
ら
す
か
た
ら
ふ
花
さ
か
り
か
な　

弘
常

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
隆
満　
（1497
～
？
、
初
名
持
長
、
兵
庫
頭
・
安
房
守
・
従
五
位
下
、
奉
行
人
、

三
条
西
実
隆
他
に
『
源
氏
物
語
』
書
写
を
依
頼
）

　
　

山
花　

ま
か
ひ
こ
し
雲
も
ひ
と
つ
に
か
さ
な
れ
る

　
　
　
　
　

た
か
ね
の
花
の
春
の
明
ほ
の　

隆
満

 
（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
陶
安
房
守
隆
満
」）

　
　

落
花　
　

雲
に
い
る
鳥
も
心
や
か
よ
ふ
ら
ん

　
　
　

随
風　

風
に
し
た
か
ふ
花
の
春
と
は　

持
長

 
（
思
146
・「
陶
持
長
」）

　
　

関
路
月　

暮
る
と
も
影
た
に
と
め
よ
秋
の
月

　
　
　
　
　
　

き
よ
み
か
関
路
も
る
か
ひ
に
せ
ん　

隆
満

 

（
思
146
・「
陶
隆
満
（
持
長
）」）

　
　

嶺
紅
葉　

こ
き
う
す
き
み
ね
の
紅
葉
や
山
姫
の

　
　
　
　
　
　

そ
め
し
こ
ゝ
ろ
の
ち
く
さ
な
る
ら
ん　

隆
満

　

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

杣
川
筏　

ゆ
く
水
に
数
や
か
く
ら
ん
杣
川
の

　
　
　
　
　
　

さ
ほ
の
ひ
ま
な
み
く
た
す
筏
士　

隆
満

 

（
陳
・〔
了
佐
〕
札
「
陶
安
房
守
」、
題
資
定
カ
）

▼
隆
秋 （
安
房
守
・
兵
庫
頭
、
隆
満
息
、
汲
「
九
郎
・
朝
倉
兵
庫
頭
」）

　
　

聞
鶯　

た
ま
す
た
れ
あ
け
よ
と
つ
け
て
う
く
ひ
す
の

　
　
　
　
　

声
を
匂
を
ち
ら
す
は
る
か
せ　

隆
秋

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

月　

常
よ
り
も
秋
そ
て
り
そ
ふ
久
堅
の

　
　
　
　

月
の
か
つ
ら
や
紅
葉
し
つ
ら
む　

隆
秋

 

（
陳
・
了
佐
札
「
陶
殿
」）

　
　

湖
上
雁　

松
風
を
翅
に
か
け
て
夕
浪
の

　
　
　
　
　
　

う
ち
出
の
浜
に
落
る
雁
か
ね　

隆
秋

 

（
思
146
・「
陶
隆
秋
」）

　
　

暁
眠　
　

鳥
の
音
の
き
こ
え
ぬ
山
の
曙
に

　
　
　

易
覚　

な
か
夜
は
な
れ
て
ね
覚
に
そ
し
る　

隆
秋

 

（
慶
、
汲
・
或
家
蔵
）

　
　

別
恋　

我
の
み
そ
あ
ら
し
と
思
ふ
別
路
も

　
　
　
　
　

ひ
と
り
か
う
へ
の
歎
き
な
ら
す
や　

隆
秋

 

（
鶴
・〔
了
意
〕
札
「
安
房
守
」）

▼
興
房　
（1475

～1539

、
中
務
少
輔
・
尾
張
守
、
法
名
道
麒
、
周
防
守
護
代
、

隆
房
父
）
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翫
梅　

か
さ
し
お
る
立
枝
に
匂
ふ
梅
の
花

　
　
　
　
　

み
な
も
ろ
人
の
袖
に
み
る
か
な　

興
房

 

（『
元
宝
器
短
冊
手
鑑
』
米
原
著
書
）

　
　

夏
草　

夏
草
に
ま
し
り
て
し
け
る
朝
ほ
ら
け

　
　
　
　
　

さ
ゆ
り
さ
く
野
ゝ
露
そ
涼
し
き　

興
房

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
陶
中
務
少
輔
」）

　
　

旅　

故
郷
に
や
か
て
と
お
も
ふ
た
ひ
衣

　
　
　
　

た
つ
日
の
空
に
成
に
け
る
か
な　

道
麒

　

 

（
陳
・
了
佐
札
「
陶
殿
尾
張
守
入
道
」）

　
　

旧　

ふ
り
に
け
り
い
く
代
か
は
ら
ぬ
津
の
国
の　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

な
か
ら
の
橋
の
名
の
み
な
か
ら
に　

道
麒　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
陶
殿
尾
張
守
入
道
道
麒
」、
題
資
定
）

 　

 

江
蛍　

ゆ
く
蛍
光
そ
ゝ
よ
く
難
波
江
や

　
　

 　
　

 

あ
し
の
若
葉
の
風
に
み
た
れ
て　

興
房

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
大
国
薩
摩
守
」
＊
存
義
）

▼
隆
房 

　（1521

～1555

、
晴
賢
と
改
名
、
尾
張
守
、
周
防
守
護
代
、
興
房
息
）

　
　

田
家
雨　

秋
の
田
の
い
な
は
の
く
も
を
吹
風
や

　
　
　
　
　
　

も
ら
ぬ
雨
き
く
軒
は
成
ら
ん　

隆
房

 

（
慶
、
汲
古
集
・
或
家
蔵
、
陳
・〔
了
栄
〕
札
「
陶
尾
張
守
殿
」）

　
　

岸
款
冬　

影
う
つ
る
藤
江
の
岸
の
山
ふ
き
は

　
　
　
　
　
　

は
な
紫
の
ゆ
か
り
に
や
さ
く　

晴
賢

 

（
Ｍ
「
古
今
吹
満
」・「
陶
尾
張
守
晴
賢
」）

　
　

寄
月
祝　

君
か
世
は
芸
も
く
も
ら
て
久
か
た
の

　
　
　
　
　
　

と
し
に
行
め
く
る
月
の
ま
に
〳
　〵

晴
賢

 

（『
元
宝
器
短
冊
手
鑑
』
米
原
著
書
）

　
　

祝　

君
か
世
は
よ
む
と
も
つ
き
し
わ
た
つ
海
の

　
　
　
　

か
め
の
上
な
る
や
ま
と
言
の
葉　

隆
房

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
興
憲 （
五
郎
）

　
　
　

月
雪
の
い
ろ
こ
そ
わ
か
ね
桜
さ
く

　
　
　
　

こ
す
ゑ
に
か
よ
ふ
嶺
の
夕
風　

興
憲

 

（
思
146
・「
陶
興
憲
」）

　
　

月　

雲
は
ら
ふ
嵐
を
空
の
よ
す
か
に
て

　
　
　
　

山
の
は
い
つ
る
月
の
さ
や
け
さ　

興
憲

　
 

 （
鶴
・「
五
郎
」）

　
　

筵　

て
ふ
と
り
の
お
の
か
ふ
し
と
か
山
里
に

　
　
　
　

た
て
る
岩
ほ
の
こ
け
の
む
し
ろ
は　

興
憲

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）
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▼
隆
憲　

　
　

麓
柴　

行
や
ら
て
麓
の
道
の
し
は
〳
〵
も

　
　
　
　
　

お
り
や
わ
ふ
ら
ん
雪
の
山
人　

隆
憲

 
 （

Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
陶
隆
憲
大
内
家
臣
」）

▼
忠
持

　
　

蘋　

う
ら
か
れ
の
秋
を
も
し
ら
す
古
郷
に

　
　
　
　

池
の
う
き
草
な
に
茂
る
ら
む　

忠
持

 
（
陳
・
茂
入
札
「
陶
殿
…
師
為
広
卿
」）

▼
忠
尭　
（
晴
賢
息
、
権
大
僧
都
、
九
条
政
忠
息
に
大
僧
都
忠
尭
あ
り
）

　
　

春
月　

春
よ
た
ゝ
涙
く
も
ら
ぬ
秋
な
ら
て

　
　
　
　
　

か
す
め
る
夜
半
の
月
を
み
る
か
な　

忠
尭

 

（
陳
・「
陶
晴
賢
子
権
大
僧
都
」）

【
杉
氏
】（
平
姓
、
大
内
氏
分
家
と
も
、
豊
前
国
守
護
代
家
） 

▼
重
矩　
（1495

～1551

、
七
郎
、
初
名
重
信
、
伯
耆
守
、
従
五
位
下
、
豊
前
守

護
代
）

　
　

卯
花　

月
雪
に
見
し
は
い
つ
し
か
そ
れ
な
か
ら

　
　
　
　
　

な
を
色
き
え
ぬ
庭
の
卯
の
花　

重
信

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
杉
伯
耆
守
重
信
」）

　
　

神
楽　

庭
火
た
く
か
け
も
さ
た
か
に
ふ
く
る
よ
の

　
　
　
　
　

空
す
み
わ
た
る
あ
さ
く
ら
の
こ
ゑ　

重
矩

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
杉
伯
耆
守
重
信
」）

　
　

祝　

あ
ふ
く
な
る
君
か
御
か
け
は
久
か
た
の

　
　
　
　

空
行
月
も
く
も
り
な
き
世
を　

重
矩

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
杉
伯
耆
守
」）

▼
重
輔　
（
？
～1557

、
伯
耆
守
、
重
矩
息
）

　
　

氷
室　

谷
ふ
か
み
茂
る
木
か
け
の
氷
室
も
り

　
　
　
　
　

な
つ
な
き
年
を
い
く
世
へ
ぬ
ら
ん　

重
輔

 

（
仮
130
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
重
雄　
（
天
文
三
年
二
月
二
十
七
日
山
何
百
韻
作
者
）

　
　

雨
後
花　

あ
つ
さ
弓
よ
る
ふ
る
雨
は
か
そ
い
ろ
の

　
　
　
　
　
　

や
し
な
ひ
た
て
し
花
と
こ
そ
み
れ　

重
雄

 

（
思
146
・「
杉
重
雄
」）

▼
弘
依　
（
孫
三
郎
、
木
工
助
、
奉
行
人
、
頼
明
息
）

　
　

湊
夕
立　

あ
つ
き
日
を
い
と
ふ
に
ふ
ね
の
□
ふ
き
つ

　
　
　
　
　
　

い
そ
け
み
な
と
の
夕
立
の
雲　

弘
依

 

（
思
146
・「
大
内
弘
依
」）

▼
興
相　
（
次
郎
左
衛
門
尉
、
弘
相
子
・
隆
相
父
、
三
条
西
実
隆
に
三
十
六
歌
仙

色
紙
を
所
望
）
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照
射　

と
も
し
し
て
遠
山
か
け
に
な
く
鹿
の

　
　
　
　
　

こ
ゑ
と
ま
ち
え
し
お
ほ
ろ
夜
の
月　

興
相

 

（
陳
・「
杉
次
郎
左
衛
門
尉
」）

　
　

歳
暮　

花
も
み
ち
ま
ち
つ
お
し
み
つ
く
ら
し
き
て

　
　
　
　
　

い
ま
は
か
そ
へ
ん
年
な
み
も
な
し　

興
相

 

（
思
146
・「
杉
興
相
」）

▼
隆
相　
（1522

～1585

、
後
に
元
相
、
次
郎
左
衛
門
・
勘
解
由
判
官
、
興
相
息
、

毛
利
家
臣
と
な
る
）

　
　

旅
秋
夕　

か
ね
の
お
と
は
古
郷
な
か
ら
秋
の
野
に

　
　
　
　
　
　

と
ま
り
さ
た
め
ぬ
つ
ゆ
の
ゆ
ふ
暮　

隆
相

 
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

爐
火　

を
く
す
み
に
残
る
煙
も
立
消
て

　
　
　
　
　

し
は
し
そ
む
か
ふ
う
つ
み
火
の
も
と　

隆
相

 

（
思
146
・「
杉
隆
相
」）

　
　

行
路
市　

行
か
へ
る
里
も
あ
ま
た
の
道
野
へ
に

　
　
　
　
　
　

立
こ
そ
つ
る
（
マ
マ
）れ

今
朝
の
市
人　

隆
相

 
 （

Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
杉
勘
解
由
左
衛
門
隆
相
」）

▼
隆
宣　
（
？
～1543

、
次
郎
左
衛
門
尉
、
天
文
三
年
二
月
二
七
日
山
何
連
歌
作
者
）

　
　

嶺
雪　

か
は
ら
ぬ
も
か
は
る
詠
の
折
な
れ
や

　
　
　
　
　

雪
に
そ
み
ね
の
あ
け
ほ
の
ゝ
山　

隆
宣

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
杉
次
良
左
衛
門
尉
隆
宣
」）

▼
武
道　
（
勘
解
由
左
衛
門
尉
、
奉
行
人
、
重
道
息
・
興
道
・
隆
相
父
、
文
明
九

年
杉
重
道
張
行
宗
祇
発
句
の
何
船
連
歌
作
者
）

　
　

鶴
払
霜　

な
く
鶴
の
う
は
毛
の
霜
の
お
き
も
せ
す

　
　
　
　
　
　

ね
も
せ
ぬ
夜
と
猶
は
ら
ふ
ら
ん　

武
道

 
 （

汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
宗
珊
（
興
道
）　（
初
名
貞
泰
、
勘
解
由
左
衛
門
尉
・
美
作
守
、
隆
泰
父
、
享

禄
四
年
宗
碩
を
迎
え
連
歌
会
を
主
催
、
実
隆
と
も
交
流
あ
り
・
宗
牧
に
「
琵

琶
行
長
恨
歌
」
の
書
写
を
依
頼
・「
万
葉
宗
祇
抄
」
を
所
持
）

　
　

霜　

か
し
け
た
る
色
は
か
は
ら
て
霜
の
う
へ
に

　
　
　
　

日
影
そ
ぬ
る
く
を
の
ゝ
さ
ゝ
原　

興
道

　

 
 （

杉
・〔
了
栄
〕
札
「
大
内
殿
内
杉
豊
後
守
殿 

興
道
」）

　
　

野
霰　

ぬ
き
と
め
む
糸
は
あ
り
と
も
玉
霰

　
　
　
　
　

み
た
る
ゝ
小
野
の
茅
原
さ
ゝ
原　

興
道

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
杉
勘
解
由
左
右
衛
門
尉
」）

　
　

杜
雪　

行
人
の
袖
の
嵐
に
ち
る
雪
を

　
　
　
　
　

を
の
れ
も
は
ら
ふ
衣
手
の
も
り　

興
道

 

（
思
146
・「
杉
興
道
」）
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神
祇　

の
こ
し
を
く
し
る
し
の
松
に
あ
ら
は
れ
ぬ

　
　
　
　
　

君
ま
も
る
て
ふ
神
の
め
く
み
は　

宗
珊

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
杉
勘
解
由
左
衛
門
宗
珊
」）

▼
隆
泰　
（1525
～1555

、
興
道
息
）

　
　

鶯
馴　

ま
た
れ
つ
る
お
り
し
も
有
し
鶯
の

　
　
　
　
　

こ
ゑ
を
友
な
る
花
の
下
庵　

隆
泰

 

（
思
146
・「
杉
隆
泰
」）

　
　

蚊
遣
火　

あ
ま
人
の
こ
や
の
も
し
ほ
火
た
て
そ
ふ
る

　
　
　
　
　
　

煙
や
夜
半
の
か
や
り
な
る
ら
ん　

隆
泰

 

（
思
短
23
）

　
　

古
砌
薄　

庭
ふ
り
て
ふ
り
ぬ
ま
か
き
の
花
薄

　
　
　
　
　
　

い
く
世
の
秋
に
た
ち
か
へ
る
ら
む　

隆
泰

 
（
思
短
22
）

　
　

千
鳥　

は
ら
ひ
侘
ね
さ
め
そ
し
る
き
さ
よ
千
ど
り

　
　
　
　
　

な
く
音
に
霜
の
袖
に
さ
え
き
て　

隆
泰

 

（
慶
、
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」、
汲
・
或
家
蔵
「
隆
康
」）

▼
隆
宗　
（
天
文
三
年
二
月
二
十
七
日
山
何
連
歌
、
天
文
六
年
十
月
十
日
筥
崎
宮

法
楽
和
歌
作
者
、
吉
見
氏
に
隆
宗
あ
り
＊
参
照
）

　
　

橋
辺　
　

い
は
橋
の
袖
の
わ
か
れ
の
有
明
を

　
　
　

帰
雁　

つ
は
さ
に
か
け
て
か
へ
る
雁
か
ね　

隆
宗

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
平
賀
杢
頭
隆
相　

題
牡
丹
花
」
＊
存
義
）

【
内
藤
氏
】（
北
家
秀
郷
流
、
周
防
国
人
、
長
門
守
護
代
家
）

▼
隆
和　
（
左
馬
頭
、
下
野
守
）

　
　

蝉　

色
に
や
は
と
き
は
の
森
に
鳴
せ
み
の

　
　
　
　

こ
ゑ
の
し
く
れ
は
千
し
ほ
成
と
も　

隆
和　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
内
藤
左
馬
頭
」）

　
　

河　

水
上
や
花
の
ふ
ゝ
き
に
な
り
ぬ
ら
む

　
　
　
　

し
ら
な
み
よ
す
る
し
か
の
や
ま
河　

隆
和

 

（
慶
・「
内
藤
殿
」、
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

橋
雨　

今
も
又
中
た
え
て
け
り
ふ
る
雨
の

　
　
　
　
　

き
り
ま 

に
見
ゆ
る
さ
の
ゝ
ふ
な
橋　

隆
和　
　
　
　
　
　

 

 

（
Ｅ
）

　
　

述
懐　

あ
き
ら
け
き
君
こ
そ
鏡
あ
ふ
き
見
ん

　
　
　
　
　

身
を
く
も
ら
か
す
人
は
有
と
も　

隆
和

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
内
藤
下
野
守
隆
和
」）

▼
宗
橘　

　
　

霞　

山
の
は
ゝ
雪
に
晴
晴
て
も
出
る
日
の

　
　
　
　

春
立
色
に
先
か
す
み
な
り　

宗
橘



─ 115 ─

 

（
慶
「
同
（
内
藤
殿
）」、
汲
・
或
家
蔵
）

▼
隆
清　
（
下
野
守
、
左
京
亮
、
汲
に
「
沼
間
左
近
将
監
」
と
あ
り
）

　
　

鶯　

さ
へ
の
こ
る
去
年
の
あ
ら
れ
の
竹
の
葉
に

　
　
　
　

き
ゆ
る
音
し
て
う
く
ひ
す
そ
な
く　

隆
清

 

（
Ｍ
「
つ
れ
づ
れ
の
友
」・「
内
藤
蔵
人
隆
清
」）

　
　

卯
花　

五
月
ま
つ
か
き
ね
の
う
つ
木
は
な
ま
さ
て

　
　
　
　
　

雪
に
ま
か
ふ
る
小
野
の
ほ
そ
道　

隆
清

 

（
慶
・「
題 
内
藤
内
蔵
助
護
道
」、
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

七
夕　
　

七
夕
の
わ
か
れ
を
け
さ
の
涙
に
や

　
　
　

後
朝　

天
の
川
な
み
立
ま
さ
る
ら
し　

隆
清

 

（
陳
・
了
佐
札
「
内
藤
殿
」）

　
　

初
冬　
　

冬
き
ぬ
と
お
も
ひ
も
あ
へ
す
は
れ
く
も
り

　
　
　

時
雨　

し
く
れ
い
く
た
ひ
す
き
の
下
庵　

隆
清

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
内
藤
左
京
亮
」）

　
　

橋　

あ
ま
の
川
ふ
け
行
空
は
霜
さ
へ
て

　
　
　
　

雲
間
に
わ
た
す
か
さ
ゝ
き
の
橋　

隆
清

 

（
桂
・「
内
藤
下
野
守
」）

▼
護
道　
（
長
門
守
護
代
正
賀
息
、
内
蔵
助
、
法
名
宗
悛
、
宗
祇
筑
紫
下
向
の
世

話
役
、
兼
載
『
聖
廟
法
楽
千
句
』
に
加
注
、
歌
会
の
主
催
な
ど
が
『
下
つ
ふ

さ
集
』『
園
草
』
な
ど
に
見
え
る
、
天
理
図
書
館
蔵
三
十
冊
本
源
氏
物
語
の
書

写
を
分
担
）

　
　

蛍　

扇
も
て
ほ
た
る
を
さ
へ
も
う
つ
た
へ
に

　
　
　
　

ひ
と
り
な
か
め
し
夕
暮
や
う
き　

護
道

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
内
藤
内
蔵
助
護
道
」）

　
　

暁　

い
つ
よ
り
か
あ
ら
そ
ひ
き
ぬ
る
物
な
ら
ん

　
　
　
　

老
の
ね
覚
と
鳥
の
は
つ
音
と　

宗
悛

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
内
藤
内
蔵
介
（
マ
マ
）護
道
」）

　
　

海
路　

山
の
端
も
け
ふ
ま
て
見
え
ぬ
西
の
海
の

　
　
　
　
　

い
り
日
も
い
く
か
漕
お
く
れ
け
ん

 

（
汲
古
集
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

浦
千
鳥　

か
つ
は
う
き
勝
間
の
波
に
し
ほ
れ
き
て

　
　
　
　
　
　

ひ
と
り
千
と
り
の
幾
世
な
く
ら
ん　

護
道

 

（
陳
・
了
佐
札
「
大
内
殿
内
内
藤
殿
」）

　
　

寄
挿
頭　

さ
し
か
さ
す
扇
に
あ
ま
る
匂
ひ
を
や

　
　
　
　

恋　

行
す
き
か
て
の
袖
に
う
つ
さ
む　

護
道

 

（
Ｅ
）

▼
隆
盛
　（
内
蔵
助
、
石
見
守
護
代
の
問
田
隆
盛
（
～1555

）
あ
り
）

　
　

杜
夏
草　

む
ら
さ
き
の
ゆ
か
り
の
草
も
茂
る
や
と
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尋
ね
き
て
み
る
衣
手
の
森　

隆
盛

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
内
藤
内
蔵
助
隆
盛
」）

▼
興
盛　
（1495

～1554

、
彦
太
郎
、
弾
正
忠
・
下
野
守
、
長
門
守
護
代
、
弘
春
息
、

近
衛
尚
通
に
源
氏
物
語
外
題
を
請
う
）

　
　

首
夏　

立
帰
る
春
と
や
見
ま
し
け
ふ
は
は
や

　
　
　
　
　

夏
な
る
山
の
や
ま
さ
く
ら
花　

興
盛

 
（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
内
藤
下
野
守
興
盛
」）

　
　

冬
月　

照
月
の
か
け
や
水
か
み
雲
井
よ
り

　
　
　
　
　

わ
き
か
へ
り
ち
る
雪
の
し
ら
な
み　

興
盛

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
内
藤
下
野
守
」）

▼
隆
時　
（
左
近
大
進
、
左
京
進
、
興
盛
息
、
隆
世
父
）

　
　

夏
草　

そ
ら
よ
り
も
め
く
み
の
露
の
数
そ
へ
は

　
　
　
　
　

ゆ
く
末
か
け
て
し
け
る
な
て
し
こ　

隆
時

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

待
郭
公　

待
侘
し
程
よ
り
も
猶
一
声
の

　
　
　
　
　
　

名
残
は
つ
ら
き
初
時
鳥　

隆
時

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
内
藤
左
京
進
」）

▼
隆
世　
（1536

～1557

、
弾
正
忠
、
長
門
守
護
代
、
隆
時
息
、
大
内
義
長
に
殉
死
）

　
　

松
上
藤　

あ
ま
人
に
あ
ら
ね
と
田
こ
の
浦
ま
つ
は

　
　
　
　
　
　

こ
す
ゑ
も
か
つ
く
花
の
藤
な
み　

隆
世

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
内
藤
下
野
守
隆
世
」）

　
　

旅
恋　

お
も
ひ
く
さ
と
こ
ろ
せ
く
ま
て
う
つ
し
う
ゑ
て

　
　
　
　
　

な
ほ
露
し
け
き
旅
の
衣
手　

隆
世

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
其
阿　
（1618

没
、
内
藤
隆
春
息
、
山
口
時
宗
善
福
寺
十
一
世
、
明
翰
抄
）

　
　

立
春
を　

今
日
立
と
い
へ
は
こ
ゝ
ろ
に
や
と
り
木
の

　
　
　

よ
み
侍　

は
な
さ
く
春
の
ま
か
ふ
空
か
な　

心
従

　

 

（
仮
30
・
了
栄
札
「
大
智
庵
其
阿
替
名
心
従
」）

　
　

翫
花　

の
と
か
に
て
見
は
や
す
人
の
心
よ
り

　
　
　
　
　

は
な
は
な
へ
て
の
世
に
や
さ
く
ら
ん　

其
阿

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

散
花
の
み
つ
の
ま
に
〳
〵
と
め
く
れ
は

　
　
　

山
に
も
春
は
な
く
成
に
け
り

 

（
仮
85
・
了
栄
札
「
周
防
山
口
大
智
庵
」）

【
勝
間
田
氏
】（
内
藤
家
分
家
、
長
門
国
小
守
護
家
）

▼
盛
治　
（
左
近
将
監
、
備
前
守
、
矩
益
息
、
長
門
国
小
守
護
、
内
藤
隆
世
陣
代
）

　
　

野
鹿　

秋
か
せ
に
こ
萩
み
た
る
ゝ
夕
露
の

　
　
　
　
　

野
辺
や
小
鹿
の
ふ
し
と
な
る
ら
む　
〔
盛
〕
治
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（
陳
・
了
佐
札
「
題
者
柳
原
殿
資
定
」）

　
　

路
芝　

た
ひ
人
の
ゆ
く
へ
き
か
た
の
し
る
へ
と
や

　
　
　
　
　

す
そ
野
絶
々
い
ふ
る
み
ち
し
は　

盛
治

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

《
守
護
代
家
》（
三
家
老
を
除
く
）

【
弘
中
氏
】（
清
和
源
氏
・
鎌
倉
時
代
よ
り
の
周
防
岩
国
領
主
）

▼
隆
兼
　（1511

～1555

、
隆
包
と
も
、
中
務
丞
・
三
河
守
、
安
芸
守
護
代
、
興

兼
息
）

　
　

原
薄　

秋
さ
む
み
山
田
の
原
の
夕
暮
も

　
　
　
　
　

う
す
花
す
ゝ
き
の
こ
る
色
哉　

隆
兼

 
 （

Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
弘
中
三
河
守
隆
兼
」）

▼
賢
俊　
（
右
衛
門
尉
、
奉
行
人
、
後
に
毛
利
家
臣
）

　
　

海
月　

見
る
ま
ゝ
に
よ
や
更
ぬ
ら
む
西
の
う
み

　
　
　
　
　

な
み
よ
り
浪
に
月
は
う
つ
り
て　

賢
俊

 

（
陳
・
了
佐
札
「
題
者
柳
原
殿
資
定
」）

【
神
代
氏
】（
貞
綱
が
筑
前
・
山
城
守
護
代
と
な
る
、
長
門
国
人
カ
）

▼
通
宗　
（
三
郎
太
郎
）

　
　

お
そ
桜
ち
ら
ぬ
た
め
し
に
さ
き
ぬ
る
や

　
　

ち
と
せ
の
春
の
し
る
し
な
る
ら
ん　

通
宗

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

《
周
防
国
人
》

【
岩
正
】

▼
興
致　
（
掃
部
典
・
伊
豆
守
、
後
に
毛
利
家
臣
、
天
文
三
年
二
月
二
十
七
日
山

何
連
歌
作
者
）

　
　

紅
葉
浅　

つ
ゆ
時
雨
い
と
ゝ
ふ
れ
と
も
や
ま
陰
や

　
　
　
　
　
　

も
ら
ぬ
か
た
枝
も
う
す
紅
葉
し
て　

興
致

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
「
石
正
掃
部
」）

　
　

冬
寒
月　

影
や
と
る
河
か
せ
寒
み
氷
夜
も

　
　
　
　
　
　

そ
ら
に
な
か
る
ゝ
有
明
の
月　

興
致

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
岩
正
掃
部
典
興
致
」）

【
仁
保
氏
】（
桓
武
平
氏
三
浦
氏
流
）

▼
胤
秀　
（
右
衛
門
大
夫
、
義
隆
主
催
和
漢
聯
句
に
和
句
（
臨
川
書
店
目
録
23
）、

天
文
六
年
十
月
十
日
筥
崎
宮
法
楽
和
歌
懐
紙
に
「
権
少
僧
都
法
眼
胤
秀
」、
安

芸
白
石
氏
に
も
胤
秀
あ
り
）

　
　

早
蕨　

煙
に
も
た
ち
て
や
み
え
ん
山
ふ
か
み

　
　
　
　
　

真
柴
か
下
に
も
ゆ
る
早
蕨　

胤
秀

 

（
陳
・
了
佐
札
「
大
内
殿
内
文
字
城
主
」）

　
　

樹
陰
蝉　

夕
立
の
は
れ
行
木
々
の
雫
よ
り　
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す
ゝ
し
く
落
る
蝉
の
声
哉　

胤
秀　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
桂
・「
仁
保
右
衛
門
大
夫
」、
題
資
定
カ
）

　
　

遠
郷　
　

な
か
め
や
る
尾
上
の
さ
と
に
た
つ
雲
の

　
　
　

早
秋　

ゆ
ふ
か
せ
涼
し
秋
の
初
風　

胤
秀

 

（
慶
・「
題 

柳
原
資
定
」）

　
　

河
月　

名
に
し
お
は
ゝ
深
行
空
も
河
よ
と
に

　
　
　
　
　

よ
と
み
て
月
の
し
は
し
影
み
ん　

胤
秀

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
仁
保
右
衛
門
大
夫
胤
秀
」）

　
　

水
鳥　

氷
と
つ
い
り
江
の
な
み
も
か
た
よ
り
に

　
　
　
　
　

ゆ
ふ
さ
れ
さ
む
き
を
し
か
も
の
声　

胤
秀

 

（
汲
・
周
防
城
某
蔵
、
極
札
「
仁
保
右
衛
門
」）

　
　

寄
舟
雑　

す
み
か
と
も
思
ひ
知
ら
す
は
舟
の
仲
に　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

い
か
て
か
海
人
の
月
日
お
く
ら
ん　

胤
秀　
　
　
　
　
　

 

（
汲
・
極
札
「
仁
保
右
衛
門
大
夫
」、
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
隆
慰　
（1523

？
～1574

？
、
右
衛
門
大
夫
・
常
陸
介
、
従
五
位
下
、
奉
行
人
、

後
に
毛
利
家
臣
）

　
　

渓
霧　

ふ
り
は
へ
て
い
か
ゝ
わ
く
へ
き
谷
ふ
か
き

　
　
　
　
　

霧
の
ま
か
き
の
柴
の
下
庵　

隆
慰

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
仁
保
常
陸
介
」）

　
　

千
鳥　

戸
さ
し
す
る
す
ま
の
関
守
か
ひ
も
な
く

　
　
　
　
　

浦
つ
た
ひ
ゆ
く
さ
夜
千
鳥
哉　

隆
慰

 

（
杉
・
了
佐
札
「
仁
保
右
衛
門
殿
」）

　
　

嶋
雪　

ふ
り
は
れ
て
風
も
音
な
き
浦
浪
に

　
　
　
　
　

遠
嶋
ち
か
き
雪
の
明
ほ
の　

隆
慰

 
 （

Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
仁
保
右
衛
門
大
夫
隆
慰
」）

　
　

杣
冬
月　

さ
え
わ
た
る
み
を
の
そ
ま
木
の
影
し
ろ
き

　
　
　
　
　
　

月
に
か
た
し
く
袖
そ
こ
ほ
れ
る　

隆
慰

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
道
賀
　（
常
陸
介
、
法
名
カ
）

　
　

久
恋　

い
つ
と
な
く
心
の
裏
の
と
し
月
を

　
　
　
　
　

中
に
た
へ
つ
ゝ
お
も
う
契
そ　

道
賀

 
 （

Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
大
内
仁
保
常
陸
助
（
マ
マ
）道

賀
」）

《
長
門
国
人
》

【
阿
川
氏
】（
三
善
姓
）

▼
真
牧　
（1456

～
？
、
俗
名
勝
康
、
淡
路
入
道
、
天
文
三
年
二
月
二
十
七
日
山

何
百
韻
で
脇
、
京
に
お
け
る
大
内
氏
の
雑
掌
的
役
割
、
三
条
西
実
隆
と
大
内

関
係
者
を
仲
介
）

　
　

旅
泊　

舩
と
め
て
枕
さ
た
む
る
夜
へ
た
に
も
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な
み
の
千
里
を
ゆ
く
心
ち
す
る　

真
牧

 

（
慶
「
阿
河
淡
路
守
殿
」・「
題 

柳
原
資
定
」）

▼
盛
勝

　
　

海
路　

寒
し
よ
の
月
に
こ
か
る
ゝ
海
原
や

　
　
　
　
　

波
路
は
る
か
に
船
わ
た
る
み
ゆ　

盛
勝

 

（
桂
・「
大
内
殿
内
衆
」）

【
吉
田
氏
】（
長
門
国
人
カ
）

▼
興
種　
（
？
～1569

、
左
兵
衛
尉
・
若
狭
守
、
奉
行
人
、
後
毛
利
氏
家
臣
、
大

内
輝
弘
に
呼
応
し
て
挙
兵
し
敗
死
）

　
　

野
行
幸　

さ
は
く
へ
き
鳥
も
た
ゝ
て
や
ふ
し
つ
ら
ん

　
　
　
　
　
　

さ
か
野
の
原
の
け
ふ
の
御
狩
は　

興
種

 

（
M
「
広
大
宝
蔵
」・「
吉
田
若
狭
守
興
種
」）

　
　

夜
燈　

老
か
身
は
ま
と
ろ
む
さ
へ
に
安
か
ら
て

　
　
　
　
　

と
も
に
そ
ふ
か
す
と
も
し
火
の
本　

興
種

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

浦
松　

舩
に
う
き
物
と
も
し
ら
て
浪
か
せ
の

　
　
　
　
　

う
ち
そ
へ
て
ふ
く
浦
の
松
か
枝　

興
種

 
 （

陳
・
了
佐
札
「
龍
崎
加
賀
守
」
＊
存
義
）

　
　

み　

み
え
に
け
り
い
つ
れ
野
山
の
隔
て
と
も

　
　
　
　

わ
か
ぬ
は
か
り
の
月
雪
の
影　

興
種

 

（
M
「
広
大
宝
蔵
」・「
吉
田
若
狭
守
興
種
」）

【
岡
部
氏
】（
武
蔵
七
党
猪
股
党
支
族
）

▼
隆
景　
（
？
～1551

、
右
衛
門
尉
、
従
五
位
下
、
興
景
息
、
義
隆
に
殉
死
）

　
　

薄
露　

や
ま
か
せ
に
か
た
よ
る
野
辺
の
い
と
薄

　
　
　
　
　

み
た
れ
あ
ひ
て
や
露
の
お
く
ら
ん　

隆
景

 

　
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

【
三
井
氏
】（
長
門
国
人
カ
）

▼
長
定　

　
　

昌
蒲　

世
を
い
と
ふ
茅
か
軒
端
も
う
ち
薫
り

　
　
　
　
　

あ
や
め
ふ
く
な
り
今
朝
の
あ
け
ほ
の　

長
定

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

【
山
田
氏
】（
長
門
一
宮
大
宮
司
家
、
本
姓
賀
田
）

▼
隆
貞　
（
兵
部
大
夫
）

　
　

浦
千
鳥　

す
ま
の
う
ら
や
月
も
す
む
夜
の
関
の
戸
の

　
　
　
　
　
　

明
か
た
さ
む
み
千
と
り
な
く
也　

隆
貞

 

（
Ｍ
「
古
今
拾
玉
」・「
長
州
一
宮
大
宮
司
隆
貞
」）

　
　

寄
藻
恋　

消
や
ら
て
し
つ
み
や
は
て
ん
海
人
の
刈
る

　
　
　
　
　
　

藻
に
よ
る
浪
の
露
の
う
き
身
は　

隆
貞
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（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
盛
実　
（
初
名
隆
伊
、
式
部
大
輔
、
正
四
位
上
、
隆
貞
息
）

　
　

郭
公　

み
し
か
夜
の
見
る
ほ
と
も
な
き
月
影
に

　
　
　
　
　

明
ぬ
と
つ
く
る
や
ま
ほ
と
ゝ
き
す　

隆
伊

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

関
路
雲　

う
こ
き
な
く
を
さ
ま
る
御
代
は
あ
ふ
さ
か
の

　
　
　
　
　
　

関
路
の
雲
も
君
に
な
ひ
か
ん　

隆
伊

 

（
汲
・
長
門
山
田
盛
実
蔵
）

▼
盛
遠　
（
永
禄
七
年
頃
の
忌
宮
神
社
月
次
連
歌
の
会
衆
）

　
　

不
見
恋　

う
す
衣
に
よ
る
の
ほ
た
る
を
つ
ゝ
み
て
も

　
　
　
　
　
　

つ
ゐ
に
そ
れ
と
は
見
え
ぬ
お
も
影　

盛
遠

 

（
Ｍ
「
古
今
拾
玉
」・「
長
洲
一
宮
大
宮
司
盛
遠
」）

【
青
景
氏
】（
北
家
秀
郷
流
）

▼
隆
著　
（1514

～1556

、
右
京
進
、
越
後
守
、
奉
行
人
）

　
　

初
郭
公　

そ
れ
と
の
み
き
ゝ
こ
そ
そ
む
れ
時
鳥

　
　
　
　
　
　

雲
の
は
つ
か
の
一
ゑ
の
空　

隆
著

 

（
慶
、
汲
古
集
・
或
家
蔵
）

　
　

六
月
祓　

み
そ
き
せ
し
川
瀬
は
夏
も
六
月
の

　
　
　
　
　
　

あ
き
ち
か
く
な
る
風
そ
す
ゝ
し
き　

隆
著

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
春
（
マ
マ
）景

越
後
守
」）

　
　

刈
萱　

そ
よ
と
さ
ら
に
露
も
み
た
れ
て
刈
萱
の

　
　
　
　
　

し
た
を
れ
そ
む
る
風
そ
身
に
し
む　

隆
著

 

　
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
隆
在　
（
越
前
守
）

　
　

九
月
尽　

し
た
は
れ
ぬ
あ
き
の
日
数
の
長
月
も

　
　
　
　
　
　

名
の
み
は
か
り
の
今
日
の
く
れ
か
な　

隆
在

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

【
竹
中
氏
】（
長
門
二
宮
忌
宮
神
社
大
宮
司
家
、
本
姓
武
内
）

▼
弘
国　
（
忌
宮
大
宮
司
）

　
　

松
上
藤　

い
つ
の
世
か
海
に
て
今
は
山
松
の

　
　
　
　
　
　

う
れ
葉
に
さ
き
て
か
ゝ
る
藤
な
み　

弘
国

 

（
思
149
・「
竹
中
弘
国
」）

▼
興
国　
（
兵
庫
、
弘
国
息
、
忌
宮
大
宮
司
、
天
文
八
年
杉
宗
珊
所
持
の
「
万
葉

宗
祇
抄
」
を
書
写
、
天
文
三
年
二
月
二
十
七
日
山
何
連
歌
作
者
）

　
　

朝
菫　

う
ち
な
ひ
く
霞
の
ひ
ま
の
あ
さ
つ
ゆ
に

　
　
　
　
　

の
を
な
つ
か
し
み
す
み
れ
咲
か
け　

興
国

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

春
月　

あ
き
ら
け
き
御
代
に
出
て
や
春
の
夜
の
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月
は
か
す
ま
ぬ
ひ
か
り
な
る
ら
ん　

興
国

 

（
思
短
４
）

　
　

春
月　

か
す
ま
す
は
な
か
む
る
か
た
の
山
の
は
に

　
　
　
　
　

風
の
う
ら
み
や
あ
り
明
の
月　

興
国

 

（
鶴
・
了
佐
札
「
長
州
二
宮
大
宮
司
」）

　
　

夜
春
雨　

さ
ひ
し
さ
の
色
と
は
見
え
ぬ
春
雨
を

　
　
　
　
　
　

ね
や
の
し
つ
く
の
音
に
た
て
ぬ
る　

興
国

 

（
平
25
古
典
会
・
25
寛
永
寺
伝
来
室
町
期
短
冊
・
了
栄
札
）

　
　

夏
月　

木
々
の
色
は
露
も
ま
た
ひ
ぬ
夕
立
の

　
　
　
　
　

空
さ
り
け
な
き
夜
半
の
月
か
け　

興
国

 

（
思
149
・「
竹
中
興
国
」、
架
蔵
）

　
　

秋　

う
き
秋
の
あ
は
れ
を
袖
の
露
に
み
る

　
　
　
　

心
は
草
の
陰
に
し
る
覧　

興
国

 

（
Ｍ
「
古
今
拾
玉
」・「
長
州
二
宮
大
宮
司
興
国
」）

　
　

窓
前
螢　

ま
な
ひ
ぬ
る
わ
か
身
な
り
せ
は
い
か
は
か
り

　
　
　
　
　
　

窓
に
う
れ
し
き
ほ
た
る
な
ら
ま
し　
　

興
国

 

（
思
149
・「
竹
中
興
国
」、
架
蔵
）

　
　

野
径
鶉　

袖
に
ふ
け
さ
ゝ
分
る
野
の
か
け
や
猶 

　
　
　
　
　
　

う
つ
ら
の
床
の
秋
の
夕
風　

興
国

 

（
慶
・「
竹
中
兵
庫
殿
」、
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

落
葉　

く
れ
な
ゐ
の
ふ
か
き
苔
路
は
枝
よ
り
も

　
　
　
　
　

あ
た
に
し
ち
ら
ぬ
木
の
葉
と
そ
み
る　

興
国

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
竹
中
兵
庫
頭
興
国
」）

　
　

寄
隣
恋　

あ
し
か
き
の
ま
ち
か
き
中
の
み
る
め
さ
へ

　
　
　
　
　
　

か
く
て
ほ
と
ふ
る
や
と
の
は
か
な
さ　

興
国

 

（
思
短
21
）

　
　

古
郷　

草
枕
夢
路
な
た
え
そ
ふ
る
さ
と
や 

　
　
　
　
　

よ
し
あ
さ
ち
ふ
は
し
け
り
は
つ
と
も　

興
国

 

（
慶
・「
題
同
（
柳
原
資
定
）」、
汲
・
或
家
蔵
）

　
　

巌
頭
苔　

仙
人
や
こ
ゝ
に
い
は
ほ
の
苔
む
し
ろ

　
　
　
　
　
　

の
へ
し
心
も
代
々
に
か
は
ら
て　

興
国

 

（
思
短
20
）

　
　

神
祇　

榊
葉
の
し
け
る
と
よ
ら
の
宮
柱

　
　
　
　
　

た
ち
さ
か
ゆ
へ
き
た
め
し
を
そ
み
る　

興
国

 

（
桂
）

　
　

へ
夏　

へ
た
て
こ
し
か
ひ
も
嵐
の
す
ゝ
し
さ
に

　
　

 　
　

秋
ま
ち
あ
へ
ぬ
夏
こ
ろ
も
か
な　

興
国

 

（
思
149
・「
竹
中
興
国
」、
架
蔵
）
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せ
冬　

瀬
を
は
や
み
さ
そ
ふ
木
の
葉
の
し
か
ら
み
や

　
　
　
　

 

く
れ
な
ゐ
む
す
ふ
氷
な
る
ら
む　

興
国

 

　
（
思
149
、
架
蔵
）

　
　

旅
宿
夢　

ふ
る
さ
と
や
か
へ
る
夢
ち
に
を
く
れ
し
の

　
　
　
　
　
　

心
さ
き
た
つ
旅
こ
ろ
も
か
な　

興
国

 

（
陳
・
了
佐
札
「
二
宮
大
宮
司
」）

　
　

人
事　

身
の
う
へ
に
世
の
こ
と
は
さ
や
し
ら
れ
な
ん　

　
　
　
　
　

さ
ま
〳
〵
な
り
し
人
の
な
ら
ひ
を　

隆
胤

 
 （

慶
・
＊
存
義
）

＊
安
芸
国
人
白
井
隆
胤
（1543

存
命
）・
竜
造
寺
隆
胤
（
後
に
隆
信
、1529

～1584

）
あ
り

▼
隆
光 （
初
名
武
光
、
治
部
大
輔
、
弘
国
息
・
興
国
弟
・
清
国
兄
、
天
文
三
年
二

月
二
十
七
日
山
何
連
歌
作
者
）

　
　

惜
花　

玉
す
た
れ
花
の
か
を
り
の
風
を
た
に

　
　
　
　
　

い
と
ひ
な
れ
た
る
こ
ろ
に
も
あ
る
哉　

武
光

 

　
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

夏
草　

茂
り
合
て
な
ひ
け
は
な
ひ
く
夏
草
に

　
　
　
　
　

こ
ほ
れ
も
や
ら
ぬ
露
の
夕
風　

隆
光

 
 （

Ｍ
「
古
今
拾
玉
」・「
長
洲
大
宮
司
」）

　
　

浅
雪　

ゆ
ふ
あ
ら
し
ふ
き
出
す
苔
の
緑
よ
り

　
　
　
　
　

つ
も
ら
ぬ
ゆ
き
の
し
る
き
や
ま
か
な　

隆
光

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
清
国　
（
富
成
姓
、
摂
津
守
、
弘
国
息
・
興
国
隆
光
弟
、
天
文
三
年
二
月
二
十

七
日
山
何
連
歌
作
者
）

　
　

鵜
川　

玉
嶋
や
ひ
か
り
そ
ひ
行
う
か
ひ
火
も

　
　
　
　
　

は
や
明
か
た
の
河
か
み
の
そ
ら　

清
国

 

（
桂
）

　
　

女
郎
花　

た
れ
に
け
さ
お
き
別
て
か
女
郎
花

　
　
　
　
　
　

は
な
の
か
つ
ら
の
露
み
た
る
ら
ん　

清
国

 

（
思
148
・「
富
成
清
国
」）

　
　

橘　

古
郷
の
む
か
し
お
も
へ
は
五
月
ま
つ

　
　
　
　

花
さ
へ
葉
さ
へ
む
つ
ま
し
き
哉　

清
国

 

（
陳
・「
富
成
摂
津
守
」）

　
　

夏
月　

み
し
か
夜
の
月
は
こ
な
た
に
明
は
て
ゝ

　
　
　
　
　

う
ら
み
な
れ
ぬ
る
山
の
は
も
な
し　

清
国

 

（
鶴
・〔
了
意
〕
札
「
長
州
二
宮
」）

　
　

江
月　

を
く
露
の
あ
し
ま
の
月
や
し
つ
く
ら
ん

　
　
　
　
　

し
ら
玉
ま
白
玉
江
て
ふ
名
に　

清
国
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（
平
25
古
典
会
・
25
寛
永
寺
伝
来
室
町
期
短
冊
、
了
栄
札
）

　
　

径
葛　

た
れ
を
か
は
う
と
き
と
て
又
う
ら
む
ら
ん

　
　
　
　
　

わ
か
お
ひ
か
く
す
み
ち
の
ま
葛
葉　

清
国

 
 （

陳
・
了
珉
札
「
富
成
摂
津
守 

大
内
殿
従
者
」）

　
　

岡
雪　

染
あ
か
ぬ
し
く
れ
や
い
ま
は
八
重
つ
も
る

　
　
　
　
　

や
し
ほ
の
岡
の
雪
と
み
ゆ
ら
ん　

清
国

 

（
Ｅ
）

　
　

歳
暮　

め
く
む
世
の
春
に
あ
は
ん
と
山
川
も

　
　
　
　
　

君
に
よ
り
こ
む
年
の
暮
か
な　

清
国

 

（
Ｍ
「
古
今
拾
玉
」・「
長
洲
大
宮
司
清
国
」）

　
　

懐
旧　

つ
く
〳
〵
と
身
を
し
る
雨
の
ふ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　

か
た
ら
ひ
人
に
ま
か
せ
て
そ
き
く　

清
国

 

（
陳
・「
富
城
（
マ
マ
）摂

津
守
」）

▼
伴
国
　（
従
五
位
下
、
興
国
息
・
隆
国
兄
、
天
文
三
年
二
月
二
十
七
日
山
何
連

歌
作
者
）

　
　

花　

春
と
い
は
ゝ
ま
た
き
よ
り
こ
そ
あ
く
か
れ
め

　
　
　
　

花
は
つ
ね
な
る
色
な
ら
な
く
に　

伴
国

 

（
Ｍ
「
古
今
拾
玉
」・「
長
洲
大
宮
司
伴
国
」）

　
　

残
花　

露
を
お
も
み
そ
ゝ
く
わ
か
葉
の
春
雨
に

　
　
　
　
　

色
か
し
ほ
る
ゝ
花
の
お
も
か
け　

伴
国

 

（
思
149
・「
竹
中
伴
国
」、
架
蔵
）

 　

 

池
辺
藤　

か
け
う
か
ふ
い
け
の
汀
の
さ
ゝ
な
み
に

　
　
　
　
　
　

み
た
れ
ぬ
い
ろ
や
藤
の
は
な
ふ
さ　

伴
国

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

氷　
　

あ
と
つ
く
る
汀
の
氷
み
ね
の
雪

　
　
　
　
　

わ
け
な
れ
ぬ
る
も
道
ま
と
ふ
ら
ん　

伴
国

 

（
桂
）

　
　

爐
火　

あ
ら
れ
ふ
る
夜
の
う
つ
み
火
い
く
た
ひ
か 

　
　
　
　
　

ね
覚
の
床
に
か
き
お
こ
す
ら
む　

伴
国

 

（
慶
・「
同　

大
宮
司
」、
汲
・
或
家
蔵
）

　
　

橋　

か
つ
ら
き
や
明
る
か
き
り
の
岩
は
し
を

　
　
　
　

今
か
け
す
つ
る
み
ね
の
よ
こ
雲　

伴
国

 
 （

Ｅ
）

　
　

苔　

空
の
色
は
苔
を
う
つ
し
て
み
よ
し
野
や

　
　
　
　

青
ね
か
み
ね
に
は
る
ゝ
し
ら
雲　

伴
国

 

（
陳
・
了
佐
札
「
二
宮
大
宮
司
」）

　
　

古
郷　

か
り
ま
く
ら
よ
る
の
衣
は
か
へ
さ
ぬ
を

　
　
　
　
　

思
ひ
ね
に
と
ふ
古
郷
の
ゆ
め　

伴
国
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（
鶴
・「
長
州
串
崎
大
宮
司
」）

▼
直
国　
（
串
崎
大
宮
司
、
天
文
三
年
二
月
二
十
七
日
山
何
連
歌
等
作
者
）

　
　

深
雪　

昨
日
ま
て
よ
も
き
か
も
と
に
見
し
雪
の

　
　
　
　
　

軒
は
に
た
か
き
こ
し
の
し
ら
山　

直
国

 
 （

Ｍ
「
古
今
拾
玉
」・「
長
州
一
（
マ
マ
）宮

大
宮
司
」）

　
　

野
霰　

布
引
の
た
き
よ
り
お
つ
る
し
ら
た
ま
の

　
　
　
　
　

ま
な
き
あ
ら
れ
に
野
辺
の
な
ら
柴　

直
国

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

逢
後　
　

あ
ふ
た
ひ
の
つ
ら
さ
に
か
れ
ぬ
忍
ふ
草

　
　
　

増
恋　

心
の
ね
さ
し
い
か
に
そ
ふ
ら
ん　

猶
国

 

（
鶴
・「
長
州
串
崎
大
宮
司
」）

▼
隆
国　
（
隼
人
、
興
国
息
、
伴
国
弟
カ
）

　
　

き
春　

 

君
か
代
に
あ
は
さ
ら
め
や
は
春
雨
の

　
　
　
　
　

あ
ま
ね
く
そ
ゝ
く
草
は
み
な
か
ら　
〔
隆
国
〕

 

（
汲
・
長
門
武
内
国
恒
蔵
）

＊
「
長
門
二
宮
大
宮
司
武
内
（
旧
竹
中
）
氏
次
第
」（
山
口
県
立
文
書
館
近

藤
文
庫
）
に
拠
り
修
訂

 　

 

朝
霞　

か
す
み
ゆ
く
山
も
ほ
の
か
に
あ
け
わ
た
り

　
　
　
　
　

う
く
ひ
す
な
き
て
春
風
そ
ふ
く　

隆
国

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

岸
柳　

春
雨
に
う
ち
み
た
れ
ぬ
る
青
柳
の

　
　
　
　
　

み
と
り
を
そ
ふ
る
き
し
の
し
た
水　

隆
国

 

（
慶
・「
題　

柳
原
資
定
」）

　
　

郭
公　

ま
つ
夜
は
ゝ
よ
し
や
ほ
と
時
過
ぬ
と
も

　
　
　

 　
　

人
伝
な
ら
て
初
音
き
か
せ
よ　

隆
国

 

（
Ｍ
「
古
今
拾
玉
」・「
長
州
一
（
マ
マ
）宮
大
宮
司
隆
国
」）

　
　

た　

た
か
さ
こ
や
松
も
久
し
き
神
代
よ
り

　
　
　
　

さ
や
け
き
月
は
秋
の
夜
の
そ
ら　

隆
国

 

（
思
短
23
・
了
雪
他
札
「
隼
人
正
」、
架
蔵
）

　
　
　

武
士
の
や
を
の
し
ほ
ち
に
い
に
し
へ
の

　
　
　

お
も
影
う
か
ふ
も
し
の
関
山　

隆
国

 

（
思
149
・「
竹
中
隆
国
」）

　
　
［　

］　

三
千
と
せ
を
契
り
来
に
け
り
桃
の
陰
に

　
　
　
　
　
　

ひ
ろ
ふ
か
ひ
あ
る
波
の
夕
な
き　
〔
隆
国
〕 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
汲
・
長
門
竹
内
国
恒
）

＊
「
長
門
二
宮
大
宮
司
武
内
（
旧
竹
中
）
氏
次
第
」（
山
口
県
立
文
書
館
近

藤
文
庫
）
に
拠
り
修
訂

【
氏
不
明
】（
亀
山
八
幡
宮
大
宮
司
、
清
原
姓
）
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▼
隆
所　

　
　

暮
春　

と
き
は
な
る
松
に
か
ゝ
り
て
咲
藤
の

　
　
　
　
　

花
も
ち
と
せ
の
春
や
へ
ぬ
ら
ん　

隆
所

 

（
仮
153
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

《
石
見
国
人
》

【
吉
見
氏
】（
清
和
源
氏
範
頼
流
、
石
見
津
和
野
領
主
）

▼
正
頼　
（1513

～1588

、
弥
七
、
大
蔵
大
輔
・
出
羽
守
・
三
河
守
、
頼
興
四
男
、

「
大
島
本
源
氏
物
語
」
旧
蔵
者
）

　
　

野
若
菜　

け
ふ
こ
ゝ
も
千
里
も
お
な
し
若
菜
つ
む

　
　
　
　
　
　

そ
て
は
か
す
み
に
つ
た
ふ
し
ら
雲　

正
頼

 
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
隆
宗　
（
民
部
少
輔
、
正
頼
弟
の
頼
員
息
、
天
文
三
年
二
月
二
十
七
日
山
何
連

歌
作
者
、
平
賀
氏
に
隆
宗
あ
り
＊
参
照
）

　
　

早
苗　

殖
わ
た
す
田
つ
ら
の
早
苗
け
さ
よ
り
も

　
　
　
　
　

葉
の
ほ
る
露
の
色
は
み
ゆ
ら
ん　

隆
宗

 

（
思
148
・「
吉
見
隆
宗
」）

　
　

神
祇　

よ
ろ
つ
代
を
ま
も
る
も
ふ
か
き
こ
の
神
の

　
　
　
　
　

恵
に
た
え
ぬ
あ
さ
く
ら
の
聲　

隆
宗

 

（
M
「
広
大
宝
蔵
」・「
吉
見
民
部
小
輔
隆
宗
」）

▼
頼
郷　
（1496

～1585

、
下
瀬
と
も
、
三
郎
右
衛
門
尉
、
奉
行
人
、
天
文
三
年

二
月
二
十
七
日
山
何
連
歌
作
者
）

　
　

雲
間　
　

秋
き
ぬ
と
ゆ
ふ
へ
あ
さ
け
に
ゆ
き
か
へ
る

　
　
　

初
雁　

雲
路
に
い
ま
そ
は
つ
雁
の
こ
ゑ　

頼
郷

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

萩　

又
や
見
む
こ
ゝ
も
さ
な
か
ら
宮
城
野
の

　
　
　
　

真
萩
か
も
と
の
秋
の
な
か
め
は　

頼
郷

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
田
原
尾
張
守
」）

▼
興
滋　
（
？
～1559

、
源
右
衛
門
、
備
中
守
、
奉
行
人
）

　
　

野
雪　

武
蔵
野
や
行
来
た
え
つ
ゝ
ふ
る
雪
に

　
　
　
　
　

み
ち
ふ
み
ま
よ
ふ
遠
の
た
ひ
人　

興
滋

 

（
仮
131
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

【
内
田
氏
】

▼
頼
治

　
　

恋　

な
つ
こ
ろ
も
う
す
き
ち
き
り
の
こ
と
の
葉
を

　
　
　
　

ひ
と
へ
心
に
何
た
の
め
け
ん　

頼
治

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

【
福
屋
氏
】（
益
田
氏
庶
流
）
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▼
隆
任　
（
隆
兼
息
）

　
　

田
家
鹿　

や
ま
か
け
や
つ
ま
と
ふ
鹿
の
こ
ゑ
た
て
ゝ

　
　
　
　
　
　

田
中
の
庵
に
ゆ
め
そ
さ
め
ぬ
る　

隆
任

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

伯
雪　

夕
風
に
苫
ひ
き
か
け
て
よ
る
舩
や

　
　
　
　
　

雪
を
と
ま
り
の
あ
る
し
な
る
ら
ん　

隆
任

 

（
陳
・
了
佐
札
「
中
国
衆
」）

《
出
雲
国
人
》

【
宍
道
】（
宇
多
源
氏
、
尼
子
氏
一
門
）

▼
隆
慶　
（1527

～
？
、
尼
子
氏
よ
り
大
内
・
毛
利
氏
に
仕
え
る
）

　
　

遠
村
雪　

か
き
く
れ
て
ふ
り
積
雪
に
山
人
の

　
　
　
　
　
　

帰
り
さ
ま
よ
ふ
を
の
ゝ
と
を
里　

隆
慶

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
・「
中
国
衆
隆
慶
」）

　
　

古
寺　

高
野
山
く
も
ら
ぬ
月
の
あ
か
つ
き
も

　
　
　
　
　

雨
に
た
ち
そ
ふ
軒
の
松
か
せ　

隆
慶

 

（
杉
・
宗
久
札
「
隆
景 

中
国
衆
」）

《
安
芸
国
人
》

【
天
野
】（
藤
原
南
家
工
藤
氏
流
）

▼
隆
綱　
（
興
定
息
、
厳
島
合
戦
に
は
毛
利
方
と
し
て
出
陣
）

　
　

河　

絶
せ
し
の
富
の
を
川
の
な
か
れ
に
や

　
　
　
　

か
み
代
く
も
ら
ぬ
月
は
す
む
ら
ん　

隆
綱

 

（
仮
133
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
親
重　
（
平
内
）

　
　

独
待
月　

待
人
の
余
所
に
も
あ
ら
は
た
つ
ね
は
や

　
　
　
　
　
　

わ
か
身
ひ
と
つ
に
月
や
う
と
き
と　

親
重

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
天
野
平
内
親
重
」
＊
存
義
、
配
列
よ
り
）

【
尾
和
氏
】（
安
芸
国
人
カ
）

▼
宗
親　
（
佐
渡
守
、
文
明
九
年
一
〇
月
一
三
日
政
弘
と
連
歌
に
同
座
）

　
　

暮
春
雨　

花
鳥
に
を
く
れ
て
の
こ
る
春
と
て
や

　
　
　
　
　
　

雨
も
う
ら
み
に
か
す
む
ゆ
ふ
暮　

宗
親

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
尾
和
佐
渡
守
宗
親
」）

《
豊
前
国
人
》

【
貫
氏
】（
清
和
源
氏
新
田
氏
流
）

▼
武
助　
（
左
衛
門
佐
・
越
中
守
・
下
総
守
、
春
助
父
、
奉
行
人
）

　
　

河
千
鳥　

深
ゆ
け
は
い
と
し
も
あ
ら
き
河
浪
に

　
　
　
　
　
　

声
の
み
こ
ほ
る
さ
夜
千
と
り
哉　

武
助

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
貫
下
総
守
武
助
」）

　
　

歳
暮　

春
を
ま
ち
こ
と
し
を
惜
む
も
ろ
人
の
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こ
ゝ
ろ
ひ
ま
な
く
く
る
ゝ
こ
ろ
か
な　

武
助

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
春
助　
（
武
助
息
）

　
　

旅
雁　
　

す
み
の
ほ
る
雲
に
ま
し
り
て
秋
の
雁

　
　
　

連
雲　

月
を
つ
は
さ
に
み
ね
や
こ
ゆ
ら
ん　

春
助

 

（
汲
古
集
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

隣
里
鶏　

ふ
り
敷
し
雪
に
あ
た
り
の
山
里
も

　
　
　
　
　
　

八
こ
ゑ
の
と
り
も
明
ほ
の
ゝ
空　

春
助

 
 （

陳
・「
同
（
大
内
殿
従
者
）」、
題
資
定
カ
）

　
　

そ　

そ
ら
晴
て
日
影
す
ゝ
し
き
を
ち
か
た
の

 　
　
　

 

み
ね
に
の
こ
れ
る
五
月
雨
の
雲　

春
助

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
貫
春
助
」）

　
　

の　

野
山
さ
へ
ゆ
た
か
に
成
て
春
秋
の

　
　
　
　

色
も
て
い
つ
る
草
木
な
り
け
り　

春
助

 

（
陳
・「
大
内
殿
従
者
」）

▼
興
祐　
（
備
前
守
）

　
　

暁
眠　
　

お
ほ
つ
か
な
む
す
ひ
も
あ
へ
す
い
く
た
ひ
か

　
　
　

易
覚　

夢
も
の
こ
れ
る
有
あ
け
の
月　

興
祐

 

　
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
隆
助　
（
下
野
守
）

　
　

野
若
菜　

め
く
む
よ
り
雪
間
を
わ
け
て
朝
な
〳
〵

　
　
　
　
　
　

君
に
と
そ
つ
む
野
へ
の
わ
か
菜
は　

隆
助

 

（
汲
・
或
家
蔵
）

【
大
庭
氏
】（
豊
前
守
護
代
杉
氏
に
属
す
）

▼
賢
兼　
（
法
名
宗
文
、
図
書
允
・
加
賀
守
、
陶
晴
賢
よ
り
賢
字
を
受
く
、
後
毛

利
家
臣
と
な
る
、
歌
人
と
し
て
名
が
あ
り
毛
利
時
代
に
源
氏
・
伊
勢
の
諸
注

集
成
を
編
ず
）

　
　

鶴
立
洲　

影
さ
む
き
夕
日
に
ほ
す
や
奥
津
洲
の

　
　
　
　
　
　

な
み
に
ぬ
れ
た
る
鶴
の
毛
衣　

賢
兼

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
大
庭
加
賀
守
賢
兼
」）

【
飯
田
氏
】

▼
興
秀　
（1506

～1557

、
弥
五
郎
、
大
炊
助
・
石
見
守
、
従
五
位
下
、
奉
行
人
、

武
家
故
実
家
）

　
　

夏
月　

山
の
端
に
ま
た
れ
し
ほ
と
も
夏
の
夜
の

　
　
　
　
　

月
の
さ
か
り
や
し
の
ゝ
め
の
そ
ら　

興
秀

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

擣
衣
幽　

遠
方
の
里
一
む
ら
に
う
ち
す
さ
む

　
　
　
　
　
　

き
ぬ
た
は
夜
半
の
風
に
き
ゑ
つ
　ゝ

興
秀
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（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
飯
田
石
見
守
興
秀
」）

▼
隆
秀　
（
大
炊
助
、
興
秀
縁
者
カ
、
興
秀
息
長
秀
（
～1578

）
と
同
一
人
物
の

可
能
性
あ
り
）

　
　

夕
荻　

夕
暮
は
軒
は
の
荻
を
か
こ
と
に
て

　
　
　
　
　

音
し
も
た
え
ぬ
秋
か
せ
そ
ふ
く　

隆
秀

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
飯
田
大
炊
介
隆
秀
」）

▼
秀
範　
（
弥
三
郎
、
兵
部
丞
、
義
隆
時
代
の
人
）

　
　

枕
上　
　

冬
な
か
ら
し
く
る
ゝ
跡
に
月
さ
え
て

　
　
　

時
雨　

露
を
玉
ぬ
く
草
ま
く
ら
哉　

秀
範

 

（
Ｍ
「
正
木
の
か
つ
ら
」・「
大
内
秀
範
」
＊
存
義
）

《
そ
の
他
》

【
安
倍
氏
】

▼
長
重　
（
九
郎
三
郎
）

　
　

泉　

岩
ま
ゆ
く
な
か
れ
に
秋
や
か
よ
ふ
ら
ん

　
　
　
　

む
す
ふ
い
つ
み
の
袖
に
す
ゝ
し
き　

長
重

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

炭
竃　

冬
枯
の
木
す
ゑ
を
さ
む
み
降
雪
の

　
　
　
　
　

う
ち
よ
り
け
ふ
る
小
野
の
す
み
か
ま　

長
重

 

（
仮
135
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

　
　

寄
草
恋　

さ
て
も
わ
か
あ
ふ
ひ
も
し
ら
ぬ
草
枕

　
　
　
　
　
　

し
け
き
涙
の
つ
ゆ
の
か
た
敷　

長
重

 

（
陳
・「
同
（
大
内
殿
従
者
）」）

【
高
橋
氏
】

▼
清
景

　
　

河
辺
鳥　

な
つ
み
川
か
は
瀬
の
浪
の
よ
る
〳
〵
に

　
　
　
　
　
　

声
す
み
わ
た
り
鴨
そ
な
く
な
る　

清
景

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
高
橋
内
膳
」、
題
資
定
カ
）

【
山
口
氏
】　

▼
秀
慶

　
　

杣
寒
月　

し
ろ
た
へ
の
浪
も
こ
ほ
り
て
杣
川
の

　
　
　
　

 　

 

な
か
れ
に
さ
む
き
有
明
の
月　

秀
慶

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
山
口
兵
部
」）

【
山
田
氏
】

▼
興
盛　
（
安
房
守
）

　
　

夢　

夢
な
か
ら
ま
こ
と
お
ほ
か
る
夢
路
と
て

　
　
　
　

か
た
り
な
く
さ
む
明
か
た
の
空　

興
盛

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
山
田
安
房
守
興
成
（
マ
マ
）」）

　
　

五
月　
　

さ
つ
き
や
み
香
や
は
か
く
れ
ん
橘
の　
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時
鳥　

は
な
の
や
と
ゝ
へ
や
ま
ほ
と
ゝ
き
す　

興
盛 　
　
　
　

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
・「
山
田
安
房
守
」）

　
　

五
月
雨　

真
木
立
る
こ
す
ゑ
は
雲
に
う
つ
も
れ
て

　
　
　
　
　
　

そ
こ
と
も
見
え
ぬ
五
月
雨
の
そ
ら　

興
盛

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
・「
安
田
修
理
進
」
＊
存
義
）

【
沼
氏
】（
源
姓
）

▼
興
宗　
（
大
蔵
大
輔
、
天
文
六
年
筥
崎
社
法
楽
和
歌
作
者
（
福
岡
市
は
安
富
氏

と
す
る
））

　
　

早
苗　

五
月
雨
に
千
町
の
水
の
ゆ
た
か
に
て

　
　
　
　
　

う
へ
ぬ
早
苗
も
く（
マ
マ
）ゆ
む
成
け
り　

興
宗

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
沼
大
蔵
大
輔
興
宗
」）

　
　

契
恋　

数
な
ら
ぬ
う
き
身
と
し
ら
は
い
か
て
か
は　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

こ
の
世
は
か
り
に
う
ら
み
し
も
せ
ん　

興
宗

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
沼
大
蔵
大
輔
」・
題
資
定
カ
）

▼
興
勝　
（
能
登
守
、
永
正
和
歌
作
者
、
天
文
三
年
二
月
二
十
七
日
山
何
連
歌
作
者
）

　
　

郭
公　

去
年
き
く
も
お
な
し
雲
ゐ
に
た
ち
花
の

　
　
　
　
　

軒
は
に
か
ほ
る
山
ほ
と
ゝ
き
す　

興
勝

 

（
思
148
）

　
　

新
樹
風　

は
な
に
の
み
い
と
ひ
し
風
の
名
残
と
て

　
　
　
　
　
　

音
吹
そ
へ
し
夏
木
立
か
な　

興
勝

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
沼
能
登
守
興
勝
」）

　
　

薄　

垣　

こ
め
し
里
は
は
る
け
き
色
見
え
て

　
　
　
　
　
　

た
ゝ
ひ
と
へ
た
つ
夕
へ
ふ
り
か
な　

興
勝

 

（
思
148
）

　
　

谷
雪　

分
て
し
も
つ
も
る
と
も
な
き
い
ろ
な
ら
ん

　

 　

 　
　

あ
さ
き
も
ふ
か
き
谷
の
し
た
雪　

興
勝

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
興
繁

　
　

清　

水
上
の
と
を
き
な
か
れ
や
を
の
つ
か
ら

　
　
　
　

月
も
く
ま
な
き
影
や
と
す
覧　

興
繁

 

（
思
148
）

【
沼
間
氏
】

▼
敦
定　
（
備
前
守
、
奉
行
人
、
天
文
三
年
二
月
二
十
七
日
山
何
連
歌
作
者
「
─

朝
臣
」、
実
隆
公
記
（
永
正
五
年
九
月
十
九
日
条
）
に
名
が
見
え
る
）

　
　

沢
若
菜　

下
も
え
の
野
沢
の
水
の
煙
に
そ

　
　
　
　
　
　

つ
ま
む
若
菜
の
跡
そ
し
ら
る
　ゝ

敦
定

 

（
仮
138
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

　
　

帰
雁　

つ
れ
な
く
も
雁
か
へ
る
な
り
と
ゝ
め
え
ぬ
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な
こ
り
に
残
る
あ
り
あ
け
の
月　

敦
定

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

雪　

さ
え
〳
〵
し
あ
ら
し
も
松
も
う
つ
も
れ
て

　
　
　
　

ひ
と
り
さ
ひ
し
き
雪
お
れ
の
こ
ゑ　

敦
定

 

（
桂
）

 　

 

雪　

ふ
り
つ
み
し
雪
よ
り
明
て
三
吉
野
や

　
　
　
　

花
に
そ
に
ほ
ふ
木
々
の
こ
す
ゑ
は　

敦
定

 

（
陳
・「
同
（
大
内
殿
従
者
）」）

　
　

清　

い
わ
し
水
世
ゝ
に
た
え
せ
ぬ
な
か
れ
に
や

　
　
　
　

君
か
こ
ゝ
ろ
も
ひ
と
し
か
る
ら
ん　

敦
定

 

（
慶
、
Ｍ
「
言
葉
露
」・「
大
内
連
歌
師 
敦
定
」、
汲
・
或
家
蔵
）

【
小
野
氏
】

▼
幾
柏

　
　

神
祇　

あ
ふ
く
な
る
道
も
し
る
し
や
神
の
名
の

　
　
　
　
　

猶
い
や
高
き
君
か
代
す
ら
は　

幾
柏 

 

（
陳
・「
大
内
氏
従
者
小
野
」）

【
川
瀬
氏
】

▼
安
松　

　
　

蚊
遣
火　

く
れ
竹
の
は
ひ
（
マ
マ
）り
の
小
屋
の
人
そ
先

　
　
　
　
　
　

け
ふ
り
に
む
せ
ふ
か
や
り
火
の
か
け　

安
松

 

　
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

【
相
良
氏
】（
藤
原
南
家
流
）

▼
正
継　
（
遠
江
守
、
正
任
武
任
父
子
の
縁
者
カ
）

　
　

吉
重
公
／
御
返
事
／
御
詠
一
枚
／
ま
こ
と
に
〳
〵
／
忝
こ
と
満
々

　
　
　
　
　

手
折
つ
る
人
の
心
の
ふ
か
さ
を
も

　
　
　
　
　

色
香
に
み
す
る
露
の
し
ら
菊　

正
継

 

（
慶
、
汲
・
或
家
蔵
）

▼
弘
経　
（
或
い
は
内
藤
カ
、
他
に
大
内
庶
流
の
鷲
頭
弘
経
あ
り
）

　
　

尋
花　

み
吉
野
の
山
ち
ふ
み
分
尋
ゆ
く

　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ
の
お
く
を
花
や
し
る
ら
ん　

弘
経

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
相
良
弘
経
」
＊
存
義
）

▼
正
任　
（
遠
江
守
、
武
任
父
、
政
弘
側
近
、
新
撰
菟
玖
波
集
作
者
）

　
　

鹿
声
遙　

幾
重
か
は
お
も
ひ
い
り
ぬ
る
谷
み
ね
も

　
　
　
　
　
　

お
く
な
き
山
の
さ
を
し
か
の
こ
ゑ　

正
任

 

（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
蔵
前
田
家
旧
蔵
短
冊
手
鑑
）

　
　

霜
夜
月　

袖
の
う
へ
の
露
よ
り
な
れ
し
か
け
も
な
し

　
　
　
　
　
　

霜
夜
の
と
こ
の
あ
り
あ
け
の
月　

正
任

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）
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奉
尊
霊　
　

な
れ
こ
し
は
い
つ
の
う
つ
ゝ
に
杉
の
窓
の

　
　
　
　
　
　

あ
く
る
み
し
か
き
夢
の
面
影　

正
任

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
相
良
遠
江
守
正
任
」）

▼
正
全

　
　

夢
後　
　

ゆ
く
か
た
は
か
す
か
に
き
こ
ゆ
見
し
夢
の

　
　
　

郭
公　

お
も
か
け
つ
る
ゝ
郭
公
か
な　

正
全

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
武
益

　
　

嶺
花　

し
ら
雲
の
か
ゝ
る
た
か
ね
は
は
る
か
せ
に

　
　
　
　
　

匂
ふ
や
花
の
し
る
へ
な
る
ら
ん　

武
益

 

　
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

【
大
国
氏
】

▼
長
俊　

　
　

恋に

槙　

に
こ
り
え
や
た
の
む
め
く
み
の
袖
の
雨
に

　
　
　
　
　

槙
の
下
葉
も
色
や
か
は
ら
ん　

長
俊

 
 （

Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
大
国
長
俊 

大
内
従
者
」）

【
大
田
氏
】

▼
隆
通　
（
隠
岐
守
、
義
隆
近
習
で
共
に
死
す
、
同
年
に
殉
死
し
た
矢
田
隆
通
あ
り
）

　
　

旅
宿　
　

う
ら
な
れ
て
幾
夜
あ
か
し
の
旅
の
宿
に

　
　
　

重
夜　

と
ま
る
や
道
の
関
し
成
ら
む　

隆
通

 

　
（
仮
144
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

【
町
氏
】

▼
隆
祐　
（
掃
部
）

　
　

新
樹　

は
る
す
き
て
四
方
の
梢
は
な
へ
て
は
や

　
　
　
　
　

わ
か
菜
な
か
ら
に
し
け
る
な
つ
山　

隆
祐

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
、「
町
掃
部
」）

　
　

恨
恋　

は
か
な
し
や
か
は
か
り
つ
ら
き
心
を
も

　
　
　
　
　

見
は
て
ゝ
も
ま
た
頼
み
こ
そ
す
れ　

隆
祐

 

（
汲
・
周
防
上
領
頼
軌
蔵
）

【
町
野
氏
】

▼
隆
治　
（
？
～1555

、
相
模
守
、
隆
親
息
）

 　

 

蚊
遣
火　

夏
の
日
の
あ
つ
さ
わ
す
る
ゝ
夕
と
も

　
　
　
　
　
　

し
ら
す
や
い
か
に
蚊
遣
火
の
影　

隆
治

 

（
仮
141
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

【
田
原
氏
】

▼
頼
允　
（
長
十
郎
、
宗
祇
弟
子
）

　
　

花　

山
た
か
み
霞
に
こ
め
て
さ
く
花
の

　
　
　
　

あ
り
と
や
風
の
空
に
ゝ
ほ
へ
る　

頼
允
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（
仮
136
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

　
　

郭
公　

鳴
き
す
て
ゝ
行
か
た
い
つ
く
と
計
に

　
　
　
　
　

き
ゝ
こ
そ
あ
へ
ね
山
ほ
と
ゝ
き
す　

頼
允

 

（
Ｍ
「
言
葉
露
」・「
大
内
連
歌
師 

頼
允
」）

　
　

七
夕
糸　

七
夕
の
天
の
川
瀬
の
秋
に
ふ
く

　
　
　
　
　
　

風
も
し
ら
へ
の
糸
竹
の
声　

頼
允

 
（
陳
・
了
佐
札
「
山
口
連
歌
師
宗
祇
弟
子
」）

　
　

不
逢
恋　

誰
う
き
に
か
こ
ち
か
な
さ
ん
数
な
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　

身
は
う
た
か
た
の
泡
と
き
ゆ
と
も　

頼
允

 
　
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

【
保
田
氏
】

▼
興
勢　
（
修
理
進
）

　
　

椎
柴　

雲
霧
を
は
ら
ひ
つ
く
し
て
夜
嵐
の

　
　
　
　
　

音
吹
の
こ
る
み
ね
の
椎
柴　

興
勢

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
保
田
修
理
進
」）

　
　

爐
火　

い
く
度
か
か
き
を
こ
す
ら
む
な
か
き
夜
の

　
　
　
　
　

ね
さ
め
さ
む
け
き
う
つ
み
火
の
本

 

（
陳
・
了
佐
札
「
中
国
衆
」）

【
豊
田
氏
】

▼
隆
幸　
（
次
郎
兵
衛
）　

　
　

秋
露　

花
に
そ
む
露
こ
そ
あ
ら
め
い
か
に
し
て

　
　
　
　
　

な
み
た
も
袖
に
秋
を
し
る
ら
ん　

隆
幸

 
 （

仮
142
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

　
　

山
鹿　

を
く
ら
山
み
ね
の
朝
霧
た
ち
な
ら
し

　
　
　
　
　

お
も
ひ
や
は
れ
ぬ
さ
を
し
か
の
こ
ゑ　

隆
幸

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

《
氏
未
詳
武
士
》

▼
安
栄

　
　

月　

海
遠
み
さ
し
出
る
月
の
し
ろ
た
へ
に

　
　
　
　

光
も
み
て
る
波
の
上
か
な　

安
栄

 

（
Ｍ
「
広
大
宝
蔵
」・「
中
国
衆
安
栄
」）

　
　

神
祇　

あ
ふ
き
見
る
千
と
せ
の
か
け
や
を
の
つ
か
ら

　
　
　
　
　

こ
と
葉
の
花
の
す
み
よ
し
の
松　

安
栄

 

（
陳
・
了
佐
札
「
中
国
衆
」）

▼
家
治

　
　

い
は
ひ　

か
き
り
な
き
二
葉
の
ま
つ
の
す
ゑ
か
け
て

　
　
　
　
　
　

つ
き
し
と
そ
思
ふ
こ
と
の
は
の
道　

家
治

 

（
陳
・「
中
国
衆
」）
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▼
義
尋

　
　

時
雨
過　

松
た
か
み
た
え
ぬ
あ
ら
し
は
雲
は
れ
て

　
　
　
　
　
　

み
ね
の
時
雨
の
い
つ
か
す
き
け
ん　

義
尋

 

（
汲
・
或
家
蔵
「
大
内
殿
」）

▼
賢
継

　
　

時
雨
雲　

お
ほ
空
の
雲
の
け
し
き
も
見
る
か
う
ち
に

　
　
　
　
　
　

か
は
り
て
又
や
時
雨
ゆ
く
ら
む　

賢
継

 

（
陳
・
了
佐
札
「
題
者
資
定
」）

▼
顕
済

　
　

谷
風　

月
残
る
尾
上
の
あ
ら
し
吹
お
ち
て

　
　
　
　
　

木
々
に
こ
ゑ
す
む
谷
の
下
庵　

顕
済

 
（
陳
・「
中
国
衆
」）

▼
恒
枝

　
　

立
春　

い
つ
る
日
の
影
も
長
閑
に
あ
ら
玉
の

　
　
　
　
　

春
の
光
は
け
さ
よ
り
そ
み
る　

恒
枝

 

（
陳
・
了
佐
札
「
中
国
衆
」）

▼
康
道

　
　

山
落
葉　

ふ
も
と
よ
り
ま
た
ふ
き
の
ほ
る
山
風
に

　
　
　
　
　
　

ち
り
て
の
の
ち
も
ち
る
紅
葉
か
な　

康
道

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
宗
弘

　
　

河
紅
葉　

音
羽
川
お
と
せ
ぬ
□
に
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　

お
ち
葉
し
か
ら
む
た
き
の
し
ら
波

 

　
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
続
亮

　
　

寒
蘆　

釣
人
の
こ
ゝ
ろ
し
ら
れ
て
一
む
ら
の

　
　
　
　
　

あ
し
分
小
舟
雪
に
さ
は
ら
ぬ　

続
亮

 

（
陳
・
了
佐
札
「
中
国
衆
」）

▼
祐
雄

　
　

朝
花　

時
し
も
あ
れ
か
す
み
て
月
も
有
明
の

　
　
　
　
　

木
す
ゑ
に
残
る
花
の
朝
か
け　

祐
雄

 
 （

陳
・「
同
（
大
内
殿
従
者
）」・
資
定
題
カ
）

《
連
歌
師
・
同
朋
》

▼
家
居

　
　

鵜
川　

月
を
そ
き
鵜
川
の
岸
の
夢
の
波
に

　
　
　
　
　

船
さ
し
い
た
す
袖
や
涼
し
き　

家
居

 

（
仮
123
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
可
弁



─ 134 ─

　
　

朝
霜　

冬
か
れ
の
を
さ
ゝ
の
う
へ
に
お
く
霜
の

　
　
　
　
　

夜
さ
む
し
ら
る
ゝ
明
ほ
の
ゝ
そ
ら　

可
弁

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
吉
阿

　
　

夢
後
雁　

夢
さ
む
る
床
に
枕
を
そ
は
た
て
ゝ

　
　
　
　
　
　

き
け
は
み
ね
よ
り
落
る
雁
か
ね　

吉
阿

 

（
陳
・
了
佐
札
「
義
隆
公
同
朋
」）

　
　

霰　

む
ら
竹
の
う
ち
な
ひ
き
た
る
窓
の
ま
へ
に

　
　
　
　

ふ
る
を
と
た
か
き
玉
あ
ら
れ
か
な　

吉
阿

 

（
仮
156
・
了
栄
札
「
大
内
殿
御
同
朋
」）

　
　

山
家　

か
さ
な
れ
る
山
の
か
ひ
よ
り
立
け
ふ
り

　
　
　
　
　

か
へ
る
家
ち
の
程
そ
し
ら
る
　ゝ

吉
阿

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
大
内
義
隆
童（
マ
マ
）坊

」）

▼
久
直

　
　

草
花　

秋
風
に
か
つ
み
た
れ
つ
ゝ
咲
は
な
の

　
　
　
　
　

に
ほ
ひ
も
ふ
か
き
野
へ
の
夕
露　

久
直

 

（
陳
・
了
佐
札
「
題
者
柳
原
殿
資
定
」）

▼
玄
海

　
　

月　

老
と
な
る
も
の
と
て
月
を
み
ぬ
人
の

　
　
　
　

千
世
の
秋
を
は
い
か
ゝ
す
く
さ
む　

玄
海

 

（
陳
・「
同
（
大
内
殿
従
者
）」）

▼
源
旧

　

卯
花　

春
の
よ
の
あ
く
る
垣
ね
の
村
消
に

　
　
　
　

今
朝
し
も
ま
か
ふ
う
の
花
の
雪　

源
旧

 

（
Ｍ
「
言
葉
露
」・「
大
内
連
歌
師 

源
旧
」）

　

待
七
夕　

い
つ
し
か
と
さ
そ
な
ま
つ
ら
ん
鵲
の

　
　
　
　
　

か
は
す
つ
は
さ
の
お
そ
き
ゆ
ふ
へ
を　

源
旧

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　

春
駒　

こ
の
比
は
野
へ
の
み
と
り
に
打
出
て

　
　
　
　

冬
籠
せ
し
駒
い
は
ふ
な
り　

源
旧

 

（
陳
・
了
佐
札
「
中
国
衆
」）

▼
玄
作　
（
天
文
三
年
二
月
二
十
七
日
山
何
連
歌
作
者
、
宗
碩
弟
子
、
明
翰
抄
）

　
　

紅
葉　

を
の
つ
か
ら
手
向
の
山
と
成
な
ゝ
ん

　
　
　
　
　

こ
の
神
か
き
の
庭
の
紅
葉
　ゝ

玄
作

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
周
防
山
口
連
歌
師
」）

　
　

曙
鴫　

し
き
の
た
つ
は
ね
お
と
さ
む
き
沢
み
つ
に

　
　
　
　
　

山
の
端
ひ
た
す
月
の
あ
け
ほ
の　

玄
作

 

　
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）
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歳
暮　

年
こ
え
て
花
鶯
は
さ
も
あ
ら
は
あ
れ

　
　
　
　
　

お
し
ま
さ
ら
め
や
け
ふ
の
夕
暮　

玄
作

 

（
仮
118
・
了
栄
札
「
周
防
山
口
連
歌
師
」）

　
　

餞
別　

出
て
行
わ
か
れ
を
お
も
ふ
さ
か
つ
き
に

　
　
　
　
　

都
し
ま
へ
も
う
か
ふ
な
り
け
り　

玄
作

 

（
陳
・
了
佐
札
「
連
歌
師
宗
碩
弟
子
」）

　
　

路
苔　

吉
野
山
木
末
の
春
は
夢
な
か
ら

　
　
　
　
　

苔
に
わ
け
こ
し
跡
は
あ
り
け
り　

玄
作

 

（
Ｍ
「
言
葉
露
」・「
連
歌
師 

玄
作
」）

▼
𠑊
智　
（
天
文
三
年
二
月
二
十
七
日
山
何
連
歌
作
者
）

　
　
　

萬
台
の
み
た
り
の
松
も
十
か
へ
り
の

　
　
　

 

花
の
か
に
ほ
ふ
梅
の
下
風　

𠑊
智

 

（
慶
・「
大
内
殿
」、
汲
・
或
家
蔵
）

　
　

郭
公　

や
よ
や
ま
て
山
ほ
と
ゝ
き
す
鳴
す
て
ゝ

　
　
　
　
　

跡
に
心
は
有
あ
け
の
月　

𠑊
智

 

（
Ｍ
「
言
葉
露
」・「
大
内
連
歌
師 

𠑊
智
」）

　
　

荻
破
夢　

さ
ら
て
た
に
夢
の
ゆ
く
へ
の
あ
た
な
る
を

　
　
　
　
　
　

さ
そ
ふ
も
は
か
る
荻
の
う
は
風　

𠑊
智

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

鷹
狩　

か
り
く
ら
す
日
か
け
も
鳥
も
お
ち
く
さ
に

　
　
　
　
　

帰
る
さ
わ
か
て
し
た
ふ
か
り
人　

𠑊
智

 
 （

汲
・
周
防
某
蔵
）

　
　

時
雨　

こ
の
比
は
し
く
れ
か
ち
な
る
四
方
の
空
に

　
　
　
　
　

ま
た
そ
め
や
ら
ぬ
木
々
の
紅
葉
　々

𠑊
智

 

（
仮
150
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
光
円

　
　

窓
竹　

鶯
の
や
と
り
も
と
ら
は
窓
に
な
を

　
　
　
　
　

う
へ
や
そ
へ
ま
し
竹
の
一
む
ら　

光
円

 
 （

Ｍ
「
言
葉
露
」・「
連
歌
師 

光
円
」
＊
存
義
、
配
列
よ
り
）

▼
興
基

　
　

春
田
雨　

岩
そ
ゝ
く
水
も
た
え
く
春
雨
の

　
　
　
　
　
　

ふ
り
に
し
さ
と
や
小
田
か
へ
す
ら
ん　

興
基

 

（
仮
125
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
興
時　

　
　

速　

あ
つ
さ
弓
い
る
と
も
見
え
す
と
し
の
矢
の

　
　
　
　

か
す
の
月
日
の
移
る
ほ
と
な
さ　

興
時

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
興
式
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忙　

け
ふ
あ
す
に
暮
ぬ
る
年
を
み
な
人
も

　
　
　
　

お
な
し
心
の
色
や
見
ゆ
ら
ん　

興
式

 

（
仮
152
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
孝
順

　
　

夜
帰
雁　

こ
し
路
へ
と
い
そ
く
心
そ
し
ら
れ
け
る

　
　
　
　
　
　

夜
ふ
か
き
月
に
か
へ
る
雁
か
ね　

孝
順

 

（
仮
132
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
孝
純

　
　

冬
恋　

そ
て
の
露
ま
く
ら
の
氷
さ
え
さ
え
て

　
　
　
　
　

ね
ぬ
夜
の
と
こ
に
ひ
と
り
か
た
し
き　

孝
純

 
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
光
成

　
　

故
郷
鶯　

み
よ
し
野
や
雪
の
ふ
る
里
道
絶
て

　
　
　
　
　
　

春
は
跡
あ
る
う
く
ひ
す
の
声　

光
成

 

（
仮
146
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
洪
仙　
（
宗
祇
門
弟
、
宗
祇
伊
勢
物
語
聞
書
を
著
す
、
明
翰
抄
）

　
　

花　

色
も
香
も
た
と
へ
か
た
し
な
花
と
い
ゝ
は

　
　
　
　

さ
く
ら
よ
り
け
に
何
を
か
は
み
む　

供
仙

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
周
防
山
口
連
歌
師
」）

　
　

款
冬　

ふ
ゆ
の
名
を
い
ふ
そ
あ
や
し
き
山
吹
の

　
　
　
　
　

花
は
に
ほ
ひ
に
し
る
き
春
風　

洪
仙

 

（
仮
119
・
了
栄
札
「
周
防
山
口
連
歌
師
」）

　
　

旅
宿
虫　

こ
え
暮
て
や
と
る
ふ
も
と
の
虫
の
音
に

　
　
　
　
　
　

う
き
を
な
く
さ
の
山
の
か
り
ふ
し　

洪
仙

 

（
Ｍ
「
言
葉
露
」・「
周
防
山
口
洪
仙
」）

▼
興
村

　
　

五
月　
　

は
れ
行
か
吹
方
か
は
る
夕
風
の

　
　
　

雨
晴　

雲
間
は
月
の
五
月
雨
の
色　

興
村

 

（
仮
154
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
行
〔
僧
〕

　
　

炭
竈　

ふ
る
雪
の
さ
む
さ
を
い
そ
く
炭
竈
の

　
　
　
　
　

け
ふ
り
を
か
す
む
春
に
ま
か
へ
て　

行
〔
僧
〕

 

（
陳
・
了
佐
札
「
中
国
衆
」）

▼
在
雄

　
　

夢　

ほ
と
も
な
く
は
や
明
わ
た
る
鳥
の
こ
ゑ
に

　
　
　
　

お
と
ろ
く
夢
の
名
こ
り
を
そ
思
ふ　

在
雄

 

（
陳
・「
同
（
大
内
殿
従
者
）」）

▼
秀
満
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夕
霧　

嶺
高
み
い
さ
よ
ふ
雲
を
た
よ
り
に
て

　
　
　
　
　

た
な
ひ
き
つ
ゝ
く
夕
霧
の
影　

秀
満　

 

（
仮
148
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
順
賢

　
　

春
曙
雁　

さ
ら
ぬ
た
に
な
か
め
た
え
な
る
春
の
よ
に

　
　
　
　
　
　

か
り
な
き
わ
た
る
あ
け
ほ
の
ゝ
空　

順
賢

 

（
Ｍ
「
つ
れ
づ
れ
の
友
」・「
大
内
連
歌
師 

順
賢
」）

　
　

郭
公　

鳴
す
て
ゝ
い
つ
く
行
ら
ん
時
鳥

　
　
　
　
　

そ
こ
と
も
分
ぬ
夜
半
の
一
聲　

順
賢

 

（
桂
）

　
　

霜　

旅
衣
け
さ
た
つ
野
へ
の
草
枕

　
　
　
　

か
ゝ
る
霜
に
は
夢
も
む
す
は
す　

順
賢

 

（
陳
・
了
佐
札
「
中
国
衆
」）

　
　

夢　

あ
た
し
世
と
お
も
ひ
な
か
ら
も
か
き
曇
る

　
　
　
　

や
み
の
う
つ
ゝ
の
夢
を
し
そ
お
も
ふ　

順
賢

 

（
仮
147
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
承
良

　
　
　

松
雪　

白
妙
に
ふ
り
こ
そ
つ
も
れ
岡
の
辺
の

　
　
　
　
　
　

松
を
は
な
か
と
雪
の
明
ほ
の　

承
良

 

（
仮
126
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
盛
可

　
　

初
萩　

は
る
は
見
し
は
つ
花
よ
り
も
秋
の
野
に

　
　
　
　
　

つ
ゆ
み
た
れ
た
る
萩
の
う
は
か
せ　

盛
可

 

　
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
盛
空

　
　

池
月　

月
の
か
け
な
み
の
ひ
か
り
も
ひ
ろ
沢
の

　
　
　
　
　

い
け
の
い
つ
く
も
秋
や
く
ま
な
き　

盛
空

 

　
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
晴
祐 

　
　

喚
子
鳥　

よ
し
野
山
か
す
み
か
く
れ
の
よ
ふ
こ
鳥

　
　
　
　
　
　

た
つ
ね
も
見
は
や
花
の
よ
す
か
に　

晴
祐

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
善
弘 

　
　

蛍
知
夜　

夜
な
く
の
あ
し
の
葉
風
に
す
む
秋
を

　
　
　
　
　
　

そ
よ
と
し
ら
せ
て
と
ふ
蛍
か
な　

善
弘

 

（
杉
・
宗
久
札
「
善
弘 

中
国
衆
」）

　
　

夕
虫　

夕
ま
く
れ
露
は
い
と
は
し
虫
の
こ
ゑ
の

　
　
　
　
　

ち
か
き
霜
夜
を
う
ら
み
と
や
な
く　

善
弘
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（
仮
151
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

　
　

夜
鹿　

小
倉
山
し
く
る
ゝ
頃
の
な
か
き
夜
を

　
　
　
　
　

あ
か
し
か
ね
て
や
し
か
の
な
く
ら
ん　

善
弘

 

　
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

夜
神
楽　

庭
火
焼
影
く
も
り
な
く
君
か
代
を

　
　
　
　
　
　

い
く
と
せ
か
け
て
う
た
ふ
榊
葉　

善
弘

 
（
Ｍ
「
つ
れ
づ
れ
の
友
」・「
大
内
連
歌
師 

善
弘
」）

▼
仙
祐

　
　

山
雪　

名
に
し
お
は
ゝ
桜
の
山
の
あ
さ
雪
の

　
　
　
　
　

し
は
し
な
き
え
そ
は
な
の
さ
く
ま
て　

仙
祐

 
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
宗
可　
（
明
翰
抄
）

　
　

梅
薫
風　

手
枕
の
す
き
ま
ふ
く
と
も
い
か
に
せ
ん

　
　
　
　
　
　

梅
か
ゝ
を
く
る
庭
の
春
風　

宗
可

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
周
防
山
口
連
歌
師
」）

　
　

梅
欲
散　

鶯
の
羽
か
せ
は
ち
ら
せ
ち
る
と
て
も

　

 　
　
　
　

 

う
つ
ろ
ふ
梅
の
色
と
や
は
み
ん　

宗
可

 

（
仮
128
・
了
栄
札
「
周
防
山
口
連
歌
師
」）

 　

 

寄
柏
恋　

た
の
め
つ
る
人
は
軒
端
の
む
ら
か
し
は

　
　

 　
　
　

 

そ
よ
と
も
風
の
を
と
そ
身
に
し
む　

宗
可

 

（
慶
、
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

山
家　

山
里
は
お
と
ろ
か
か
き
ほ
か
た
ふ
き
て

　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ
の
む
く
ら
み
ち
う
つ
む
な
り　

宗
可

 

　
（
陳
・
了
佐
札
「
周
防
山
口
連
歌
師
」）

▼
宗
珈　

　
　

寄
雨
恋　

つ
く
〳
〵
と
身
を
し
る
雨
に
袖
の
上
も

　
　
　
　
　
　

う
ち
し
め
り
た
る
秋
の
と
も
し
火　

宗
珈

 
 （

桂
）

▼
宗
江

　
　

海
辺　
　

ゆ
く
す
ゑ
の
か
き
り
も
い
つ
と
し
ら
雪
の

　
　
　

松
雪　

い
く
世
ふ
り
に
し
住
吉
の
ま
つ　

宗
江

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
宗
漸　
（
宗
碩
門
弟
、
明
翰
抄
）

　
　

田
家
鳥　

鵙
の
な
く
門
田
の
く
ろ
の
朝
日
影

　
　
　
　
　
　

よ
そ
に
う
つ
ろ
ふ
村
雀
か
な　

宗
漸

 

（
仮
120
・
了
栄
札
「
周
防
山
口
連
歌
師
」）

▼
宗
栢

　
　

祈
恋　

祈
る
か
ひ
あ
ひ
見
る
ま
て
と
き
ふ
ね
河　
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岩
こ
す
な
み
を
袖
に
か
け
つ
　ゝ

宗
栢

 

（
陳
・
了
佐
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」・
題
資
定
カ
）

▼
宗
甫　
（
西
川
、〔
享
禄
四
年
〕
杉
興
道
張
行
宗
碩
発
句
何
人
連
歌
、
天
文
三
年

二
月
二
十
七
日
山
何
連
歌
等
作
者
）

　
　

河
霧　

は
ら
へ
風
五
十
鈴
の
川
に
今
も
又

　
　
　
　
　

た
つ
や
神
代
の
御
霧
な
る
ら
む　

宗
甫

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
西
川
」）

　
　

田
家　

竹
の
葉
と
田
中
の
い
ほ
や
こ
も
る
ら
む

　
　
　
　
　

ふ
る
す
尋
ぬ
る
つ
は
め
と
ひ
か
ふ　

宗
甫

 
 （

Ｍ
「
言
葉
露
」・「
安
達
宗
甫
」
＊
存
義
）

▼
智
阿　
（
天
文
三
年
二
月
二
十
七
日
山
何
連
歌
作
者
）

　
　

五
月
雨　

一
と
せ
の
雨
の
さ
か
り
は
五
月
そ
と

　
　
　
　
　
　

い
つ
い
ひ
そ
め
て
し
の
に
ふ
る
ら
ん　

智
阿

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

雪　

千
里
ま
て
詠
そ
か
は
る
朝
ほ
ら
け

　
　
　
　

山
も
を
し
な
み
木
々
の
白
雪　

智
阿

 

　
（
桂
）

▼
定
珪　
（
明
翰
抄
）

　
　

山
家　
　

山
ふ
か
き
か
す
み
の
お
く
の
松
の
戸
に

　
　
　

春
月　

そ
れ
と
は
か
り
の
春
の
夜
の
月　

定
珪　

 　
　

 　
　
　

 

（
陳
・
了
佐
札
「
周
防
山
口
連
歌
師
）」）

　
　

岡
紅
葉　

蔦
か
つ
ら
染
し
し
く
れ
は
か
た
岡
の

　
　
　
　
　
　

松
に
も
か
ゝ
る
色
を
み
せ
け
り　

定
珪

 

（
仮
127
・
了
栄
札
「
周
防
山
口
連
歌
師
」）

　
　

雪　

わ
か
分
し
岩
の
か
け
ち
も
う
つ
も
れ
て

　
　
　
　

と
は
れ
ぬ
跡
に
積
る
し
ら
雪　

定
珪　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

 

（
陳
・
了
佐
札
「
山
口
之
連
歌
師
）」）

　
　

水
路
氷　

か
せ
さ
む
み
と
つ
る
氷
も
か
ら
さ
き
や

　
　
　
　
　
　

こ
き
ゆ
く
船
の
あ
と
の
さ
ゝ
な
み　

定
珪　
　
　
　
　

 

 

　
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

澗
水　

く
み
て
し
る
人
そ
稀
な
る
世
中
に

　
　
　
　
　

の
か
れ
す
む
て
ふ
澗
の
し
た
水　

定
珪

 

（
陳
・
二
代
牛
庵
札
「
周
防
山
口
連
歌
師
）」・
題
資
定
カ
）

　
　

寄
海
恋　

い
つ
ま
て
か
身
は
う
き
浪
に
行
ふ
ね
の

　
　
　
　
　
　

こ
か
れ
て
物
を
お
も
ひ
わ
た
ら
ん　

定
珪

 
 （

Ｍ
「
言
葉
露
」・「
連
歌
師 

定
珪
」）

▼
任
源　
（
天
文
三
年
二
月
二
十
七
日
山
何
連
歌
作
者
、
明
翰
抄
）

　
　

子
日　

君
か
た
め
野
へ
の
小
松
を
引
し
人
は
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い
く
千
世
ふ
へ
き
春
の
た
め
し
そ　

任
源

 

（
陳
・
了
佐
札
「
中
国
衆
」）

　
　

女
郎
花　

む
す
ひ
つ
る
露
や
う
ら
み
ん
女
郎
花

　
　
　
　
　
　

枕
さ
た
め
す
な
ひ
く
秋
か
せ　

任
源

 

（
仮
129
・
了
栄
札
「
周
防
山
口
連
歌
師
」）

　
　

初
鴈　

は
つ
鴈
の
ね
覚
の
窓
に
声
を
ち
て

　
　
　
　

月
を
枕
に
有
明
の
そ
ら　

任
源

 
（
慶
・「
同
（
竹
中
隼
人
殿
）」
は
誤
り
）

　
　

夢　

つ
れ
な
く
て
た
か
夢
さ
へ
か
さ
め
ぬ
ら
ん

　
　
　
　

あ
ら
れ
み
た
れ
て
月
さ
む
き
空　

任
源

 
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
武
之

　
　

旅
泊
夢　

う
き
枕
し
た
ふ
も
し
ら
す
と
ま
り
船

　
　
　
　
　
　

夢
は
と
ま
ら
て
か
へ
る
浪
哉　

武
之

 

（
仮
122
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
武
将

　
　

浜
帰
雁　

立
帰
り
浪
と
と
も
に
そ
ゆ
く
雁
の

　
　
　
　
　
　

春
の
は
ま
辺
に
名
残
を
そ
思
ふ　

武
将

 

（
仮
139
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

　
　

露
浅　

草
の
原
を
く
露
あ
さ
き
明
更
は

　
　
　
　
　

夜
半
に
あ
ら
し
の
吹
み
た
る
ら
ん　

武
将

 

（
陳
・
了
佐
札
「
中
国
衆
」）

▼
保
平

　
　

惜
月　

す
む
月
の
み
ほ
の
う
ら
波
た
ち
か
へ
り

　
　
　
　
　

し
た
ふ
ひ
か
り
の
明
る
ほ
と
な
さ　

保
平

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

▼
明
源

　
　

故
郷
霞　

さ
く
ら
さ
く
な
か
ら
の
山
に
来
て
み
れ
は

　
　
　
　
　
　

ふ
り
に
し
志
賀
の
霞
ぬ
る
哉　

明
源

 

（
仮
134
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
弥
了

　
　

埋
火　

し
き
た
へ
の
枕
さ
え
た
る
暁
に

　
　
　
　
　

た
の
め
は
す
こ
し
ぬ
る
む
埋
火　

弥
了

 

（
仮
149
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
祐
恵 

　
　

忙　

十
か
え
り
の
松
よ
り
こ
ゆ
る
老
の
な
み

　
　
　
　

た
ゆ
む
間
も
な
く
ゆ
く
年
の
く
れ　

祐
恵

 

　
（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）
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▼
柳
庵

　
　

紅
葉
霜　

露
時
雨
千
し
ほ
に
そ
む
る
紅
葉
は
の

　
　
　
　
　
　

く
れ
な
ゐ
う
す
く
を
け
る
霜
か
な　

柳
庵

 

（
仮
155
・
了
栄
札
「
大
内
殿
御
同
朋
」）

▼
隆
辰

　
　

庭
荻　

秋
の
か
せ
ち
き
り
し
庭
の
宿
か
ら
に

　
　
　
　
　

つ
ゆ
は
結
す
軒
の
下
お
き　

隆
辰

 
（
仮
143
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
隆
勝　
（
備
中
村
上
水
軍
に
隆
勝
あ
り
）

　
　

夏
月　

よ
ひ
の
ま
に
入
ぬ
る
夏
の
月
影
は

　
　
　
　
　

山
の
は
つ
ら
き
心
と
を
し
れ　

隆
勝

 

（
仮
137
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
隆
善

　
　

不
逢
恋　

日
数
へ
て
お
も
へ
は
よ
る
の
夢
に
さ
へ

　
　
　
　
　
　

そ
れ
と
も
見
え
ぬ
君
か
面
か
け　

隆
善

 

（
仮
121
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
隆
毎　
（
天
文
三
年
二
月
二
十
七
日
山
何
連
歌
作
者
）

　
　

夕
立　

い
つ
の
ま
に
は
や
く
す
き
ゆ
く
夕
立
の

　
　
　
　
　

す
ゝ
し
く
見
ゆ
る
雲
の
ひ
と
む
ら　

隆
毎

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）

　
　

谷
雪　

ふ
み
分
る
人
と
し
も
な
く
白
妙
の

　
　
　
　
　

雪
の
み
う
つ
む
谷
の
ほ
そ
道　

隆
毎

 

（
仮
145
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

《
僧
侶
》

▼
胤
秀　
（
権
少
僧
都
・
法
眼
・
権
僧
正
、
玉
泉
院
、
万
里
小
路
秀
房
息
、
惟
房
弟
、

周
防
住
、
天
文
六
年
筥
崎
宮
法
楽
和
歌
作
者
）

　
　

遠
郷　
　

な
か
め
や
る
尾
上
の
さ
と
に
た
つ
雲
の

　
　
　

早
秋　

ふ
ゆ
か
け
す
ゝ
し
秋
の
は
つ
か
せ　

胤
秀

 

（
汲
・
或
家
蔵
）

▼
快
雅

　
　

寄
松
祝　

お
ひ
立
て
い
く
枝
茂
る
や
千
代
の
松

　
　
　
　
　
　

み
な
祝
言
に
友
な
ひ
そ
ゆ
く　

快
雅

 

（
仮
161
・
了
栄
札
「
周
防
山
口
条
（
マ
マ「
乗
」カ
）福寺

快
雅
」）

▼
尭
淵　
（
皆
明
寺
権
僧
正
法
印
、
下
冷
泉
政
為
息
、
山
口
住
、
天
文
六
年
筥
崎

宮
法
楽
和
歌
作
者
）

　
　

夏
草　
　

す
ゝ
し
さ
の
な
か
れ
も
見
え
す
な
つ
草
の

　
　
　

埋
庭　

し
け
み
か
し
た
の
庭
の
や
り
水　

尭
淵

 

（
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
）
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▼
春
誉　
（
大
智
庵
長
老
）

　
　

坂
暮
春　

来
に
け
り
と
詠
し
春
も
み
よ
し
野
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

山
よ
り
や
ま
に
又
帰
る
な
り　

春
誉

 

（
慶
「
同
（
大
内
殿
）」、
汲
・
杉
子
爵
家
蔵
・
題
資
定
カ
）

　
　

絶
恋　

い
か
に
せ
む
樋
の
水
の
絶
々
も

　
　
　
　
　

か
け
て
た
の
ま
む
中
な
ら
は
こ
そ　

春
誉

 

（
陳
・
了
佐
札
「
周
防
山
口
之
長
老
」）

　
　

暁　

し
つ
か
な
る
心
を
窓
の
た
よ
り
に
て

　
　
　
　

学
ふ
み
ち
し
や
暁
な
ら
し　

春
誉

 

（
仮
158
・
了
栄
札
「
周
防
山
口
神
宮
寺
長
老
」）

▼
日
誓　
（
山
口
法
華
宗
本
圀
寺
カ
）

　
　

牧
春
駒　

み
ち
の
く
や
野
く
れ
山
く
れ
春
か
す
み

　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ
ひ
か
る
ゝ
牧
の
あ
ら
駒　

日
誓

 

（
仮
159
・
了
栄
札
「
山
口
住
」）

▼
弥
阿

　
　

郭
公　

ほ
と
ゝ
き
す
有
明
の
月
の
一
声
に

　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ
の
ゆ
か
ぬ
山
端
も
な
し　

弥
阿

 

（
仮
160
・
了
栄
札
「
成
満
寺
」）

▼
宥
任　
（
神
光
寺
）

　
　

春
雨　

幾
た
ひ
か
袖
に
ふ
り
け
ん
か
り
衣

　
　
　
　
　

春
の
夕
の
雨
の
名
こ
り
を　

宥
任

 

（
仮
140
・
了
栄
札
「
大
内
殿
内
連
歌
師
」）

▼
良
雄　
（
山
口
天
台
宗
興
隆
寺
大
坊
カ
）

　
　

山
花　

待
え
て
し
春
に
ま
つ
さ
く
花
や
あ
る
と　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

た
つ
ね
そ
い
り
し
み
よ
し
野
の
お
く　

良
雄　
　
　
　
　
　

 

（
陳
・「
同
（
大
内
殿
従
者
）」・
題
資
定
カ
）

　
　

朝
更
衣　

お
り
し
あ
り
と
今
朝
た
ち
か
へ
て
う
す
衣

　
　
　
　
　
　

ひ
と
へ
に
夏
の
色
や
み
す
ら
ん　

良
雄

 

（
仮
157
・
了
栄
札
「
周
防
山
口
住
大
守
坊
」）

《
大
内
関
係
者
か
存
義
》

▼
印
政　
（
永
正
～
大
永
比
都
で
活
動
し
た
連
歌
師
が
お
り
、
尼
子
氏
と
も
縁
あ
り
）

　
　

水
郷　
　

雨
も
よ
に
ま
た
わ
か
こ
も
の
あ
さ
み
と
り

　
　
　

春
雨　

み
た
れ
て
か
す
む
淀
の
川
な
み　

印
政　
　
　
　
　
　
　

 

（
陳
・「
中
国
衆
」）

▼
景
範　
（
山
井
氏
、
大
神
姓
、
京
楽
人
、
天
文
六
年
筥
崎
宮
法
楽
和
歌
作
者
「
従

四
位
下
行
安
芸
守
」）

　
　

洲
鶴　

浜
松
の
す
さ
き
に
た
て
る
し
ら
鶴
は

　
　
　
　
　

し
ら
す
い
く
代
の
春
を
へ
ぬ
ら
ん　

景
範
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（
陳
・「
中
国
衆
」）

▼
兼
盛　
（
弘
治
～
元
亀
比
に
島
津
氏
の
連
歌
会
に
参
加
し
た
兼
盛
あ
り
）

　
　

河
款
冬　

山
吹
の
う
つ
り
に
け
り
な
水
か
く
れ
に

　
　
　
　
　
　

な
ひ
く
玉
裳
の
花
と
み
る
ま
て　

兼
盛

 

（
陳
・「
中
国
衆
」）

▼
宏
如

　
　

人
伝
恋　

つ
れ
な
し
と
恨
や
は
て
む
わ
か
思
ふ

　
　
　
　
　
　

か
き
り
を
人
の
つ
た
へ
さ
り
せ
は　

宏
如

 

　
（
陳
・「
中
国
衆
」）

▼
珠
長　
（
永
禄
～
天
正
比
に
島
津
氏
の
連
歌
会
に
参
加
し
た
珠
長
あ
り
）

　
　

互
忍
恋　

も
ら
す
な
よ
ゆ
く
ゑ
は
つ
ゐ
に
か
は
る
と
も

　
　
　
　
　
　

か
ひ
な
き
名
を
は
ひ
と
り
や
は
た
つ　

珠
長

 

（
陳
・「
中
国
衆
」）

▼
守
有

　
　

契
久
恋　

さ
す
か
よ
も
わ
す
れ
は
せ
し
と
契
り
し
を

　
　
　
　
　
　

た
の
む
は
か
り
に
す
く
る
と
し
月　

守
有

 

（
陳
・「
中
国
衆
」）

▼
周
葉 　
（
宗
牧
同
宿
の
連
歌
師
カ
）

　
　

浅
始
恋　

身
に
か
く
て
た
へ
ぬ
思
ひ
や
秋
風
に

　
　
　
　
　
　

た
な
ひ
く
雲
の
よ
は
の
月
影　

周
葉

 

　
（
陳
・「
中
国
衆
」）

▼
聟

　
　

共
偽
恋　

夕
く
れ
の
空
め
に
に
ほ
ふ
花
の
色
や

　
　
　
　
　
　

君
か
こ
ゝ
ろ
の
峯
の
し
ら
雲　

聟

 

　
（
陳
・「
中
国
衆
」）

▼
道
悦　
（
紹
巴
周
辺
の
連
歌
師
カ
、
定
家
様
）

　
　

古
寺
鴬　

あ
か
結
ふ
深
山
か
く
れ
を
お
き
馴
し

　
　
　
　
　
　

暁
さ
そ
ふ
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ　

道
悦

 

（
陳
・「
中
国
衆
」）


